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(1

) 

令
和
３
年
度
一
般
交
通
量
調
査
に
つ
い
て

 

 １
．
調
査
の
目
的

 

 

一
般
交
通
量
調
査
は
、
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の
一
環
と
し
て
、
全
国
の
道
路
の
交
通
量
及
び
道
路
現
況
等
を

調
査
し
、
道
路
の
計
画
、
建
設
、
維
持
修
繕
そ
の
他
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。

 

  ２
．
調
査
方
針

 

 （
１
）
調
査
体
系

 

一
般
交
通
量
調
査
は
、
道
路
状
況
調
査
、
交
通
量
調
査
、
旅
行
速
度
調
査
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

 

本
調
査
の
体
系
を
以
下
に
示
す
。

 

            （
２
）
道
路
状
況
調
査
の
実
施
方
針

 

道
路
状
況
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
の
横
断
面
構
成
や
沿
道
状
況
等
に
つ
い
て
調
べ
る
も
の
で
、
路
線
を
道
路
状
況
調
査

単
位
区
間
に
分
割
し
、
こ
の
区
間
ご
と
に
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
、

4
月

1
日
現
在
の
状
況
を
基
本
に
行
い
、
そ
の
時
点

で
秋
季
ま
で
に
改
築
が
予
定
さ
れ
て
い
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
つ
い
て
は
、
秋
季
も
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
反

映
し
た
。

 

 （
３
）
交
通
量
調
査
の
実
施
方
針

 

交
通
量
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
を
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
分
割
し
、
そ
の
う
ち
交
通
量
の
調
査
対
象
と
し
て
選
定
し

た
区
間
に
お
い
て
、
区
間
を
代
表
す
る
地
点
を
設
定
し
て
、
こ
の
地
点
を
通
過
す
る
秋
季
の
平
日
の
方
向
別

2
車
種
別
（
小

型
車
・
大
型
車
別
）

1
2
時
間
交
通
量
ま
た
は

2
4
時
間
交
通
量
の
調
査
を
行
っ
た
。

 

  

（
４
）
旅
行
速
度
調
査
の
実
施
方
針

 

旅
行
速
度
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
を
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
に
分
割
し
、
そ
の
う
ち
旅
行
速
度
の
調
査
対
象
と
し
て

選
定
し
た
区
間
に
お
い
て
、
秋
季
の
平
日
の
方
向
別
旅
行
速
度
（
朝
夕
（
混
雑
時
）
及
び
昼
間
（
非
混
雑
時
））

の
調
査
を
行

っ
た
。

 

な
お
、

E
T

C
2

.0
 
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
利
用
で
き
る
区
間
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
が
調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
調
査
対

象
区
間
に
つ
い
て
は
各
道
路
管
理
者
が
実
施
し
た
。

 

 

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

 

一
般
交
通
量
調
査

 

道
路
状
況
調
査

 

交
通
量
調
査

 

旅
行
速
度
調
査

 

自
動
車
起
終
点
調
査

 



 
(2

) 

３
．
調
査
対
象
路
線
と
調
査
対
象
区
間

 

 （
１
）
調
査
対
象
路
線

 

一
般
交
通
量
調
査
は
、
高
速
自
動
車
国
道
、
都
市
高
速
道
路
、
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
で
あ
る
都
道
府
県
道
及
び
指

定
市
の
市
道
、
一
般
都
道
府
県
道
、
指
定
市
の
一
部
の
一
般
市
道
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
大
規
模
自
転
車
道

な
ど
都
道
府
県
道
と
な
っ
て
い
る
自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
、
歩
行
者
専
用
道
路
は
、
調
査
対
象
と

し
て
い
な
い
。
自
動
車
交
通
不
能
区
間
に
つ
い
て
は
、
道
路
状
況
調
査
の
一
部
を
行
っ
た
。

 

指
定
市
の
一
般
市
道
の
選
定
基
準
は
原
則
と
し
て
、

4
車
線
以
上
の
道
路
で
一
般
都
道
府
県
道
以
上
の
道
路
と
同
等
の

機
能
を
有
す
る
路
線
の
う
ち
一
部
を
調
査
対
象
と
し
、
一
般
都
道
府
県
道
と
同
一
内
容
で
調
査
を
実
施
し
た
。

 

 （
２
）
調
査
対
象
区
間

 

１
）
道
路
状
況
調
査

 

道
路
状
況
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
の
全
て
の
区
間
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

 

 

 
２
）
交
通
量
調
査

 

交
通
量
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
の
う
ち
、

O
D

調
査
結
果
の
照
査
等
交
通
需
要
推
計
に
関
わ
る
区
間
を
主
体
に
、
全

国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の
一
環
と
し
て

O
D

調
査
と
同
時
期
に
交
通
量
を
把
握
す
べ
き
区
間
等
を
対
象
と
し
た
。 

①
 

O
D
調
査
結
果
の
照
査
等
に
関
わ
る
区
間

 


 
都
府
県
境
、
北
海
道
に
あ
っ
て
は
振
興
局
境
を
跨
ぐ
区
間
。

 

②
 

O
D
調
査
と
同
時
期
に
交
通
量
を
把
握
す
べ
き
区
間

 


 
平
成

2
7
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
以
降
に
、
開
通
・
拡
幅
等
の
変
化
が
あ
っ
た
区
間
、
周
辺
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
変
化
が
あ
っ
た
区
間
。

 


 
各
種
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
た
め
に
実
測
に
よ
る
交
通
量
調
査
が
必
要
不
可
欠
な
区
間
。

 

  
３
）
旅
行
速
度
調
査

 

旅
行
速
度
調
査
は
、
調
査
対
象
路
線
の
う
ち
、
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の
一
環
と
し
て
他
の
調
査
と
同
時
期

に
旅
行
速
度
を
把
握
す
べ
き
区
間
を
対
象
と
し
た
。

 


 
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
区
間
、
交
通
量
が
多
い
区
間
。

 


 
広
域
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
圏
域
間
移
動
の
代
表
的
経
路
（
都
府
県
境
や
河
川
等
の
断
面

に
位
置
す
る
主
要
幹
線
道
路
等
）
に
該
当
す
る
路
線
ま
た
は
区
間
。

 


 
バ
イ
パ
ス
機
能
が
あ
る
な
ど
、
地
域
の
道
路
交
通
を
評
価
す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
路
線
又
は
区
間
。

 

  

４
．
調
査
方
法

 

 （
１
）
道
路
状
況
調
査

 

道
路
状
況
調
査
は
、
道
路
台
帳
、
地
図
、
道
路
施
設
現
況
調
査
デ
ー
タ
、
道
路
管
理
者
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
そ
の
他

の
シ
ス
テ
ム
等
の
既
存
資
料
の
情
報
を
利
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
調
査
を
実
施
し
、
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
ご
と

に
所
定
の
調
査
項
目
を
整
理
し
た
。

 

 （
２
）
交
通
量
調
査

 

交
通
量
調
査
は
、
旅
行
速
度
調
査
等
に
比
べ
、
労
力
・
経
費
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
自
動
車
起
終
点
調
査
（

O
D
調
査
）

結
果
の
照
査
に
必
要
な
区
間
や
新
規
供
用
等
周
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
に
よ
り
交
通
流
が
大
き
く
変
化
し
た
区
間
に

つ
い
て
実
測
を
行
い
、
そ
の
他
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
非
観
測
区
間
に
お
け
る
交
通
量
推
定
手
法
に
一
定
の
精
度
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「

２
）
推
定
に
よ
る
交
通
量
調
査
の
方
法
」
に
記
載
し
た
方
法
に
て
国
土
交
通
省
が
交
通
量

推
定
を
行
っ
た
。
区
間
に
よ
っ
て
は
、
推
定
値
が
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

な
お
、
当
該
区
間
の
交
通
量
が
、
実
測
値
・
推
定
値
の
ど
ち
ら
か
に
つ
い
て
は
、
令
和

3
年
度
調
査
交
通
量
観
測
・
非

観
測
の
別
に
よ
り
判
別
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

 

 １
）
実
測
に
よ
る
交
通
量
調
査
の
方
法

 

①
 
観
測
日

 

観
測
日
は
、

9
月
～

1
1
月
の
平
日
中
で
任
意
に
選
定
し
た
が
、
月
曜
日
、
金
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
及

び
そ
の
前
後
の
日
、
台
風
等
の
異
常
気
象
の
場
合
そ
の
他
の
通
常
と
異
な
る
交
通
状
態
が
予
想
さ
れ
る
日
を
避
け
る
よ

う
に
し
た
。

 

な
お
、
令
和

3
年
度
調
査
の
た
め
の
特
例
的
な
対
応
と
し
て
、

9
月
～

1
1
月
と

1
2
月
で
交
通
状
況
に
大
き
な
変
化

が
な
い
と
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、

1
2
月
に
観
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。

 

 

②
 
観
測
時
間
帯

 

2
4
時
間
観
測
地
点
は
、
昼
夜
率
算
出
の
必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
選
定
し
た
。

 

な
お
、

1
2
時
間
及
び

2
4
時
間
の
観
測
時
間
帯
は
以
下
の
通
り
と
し
、

2
4
時
間
観
測
に
つ
い
て
は
、
観
測
コ
ス
ト
を

勘
案
し
て

2
つ
の
時
間
帯
か
ら
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
休
日
の

2
4
時
間
観
測
を
行
う
場
合
は
、
平
日
早
朝

の
交
通
状
況
を
避
け
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
午
前

0
時

 ～
翌
日
午
前

0
時
で
観
測
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

 

観
測
区
分

 
観
測
時
間
帯

 

1
2
時
間
観
測

 
午
前

7
時
～
午
後

7
時

 

2
4
時
間
観
測

 
午
前

7
時
～
翌
日
午
前

7
時

 
ま
た
は

 

午
前

0
時
～
翌
日
午
前

0
時

 
 

③
 
観
測
方
法

 

交
通
量
観
測
は
機
械
観
測
を
基
本
と
し
、
道
路
管
理
者
が
設
置
し
て
い
る
交
通
量
常
時
観
測
装
置
や
画
像
認
識
型
交



 
(3

) 

通
量
観
測
装
置
（

A
I
カ
メ
ラ
）
の
結
果
を
用
い
る
方
法
や
可
搬
式
ト
ラ
カ
ン
を
設
置
し
て
交
通
量
を
観
測
す
る
方
法
、

ビ
デ
オ
観
測
す
る
方
法
、
通
行
デ
ー
タ
か
ら
算
出
す
る
方
法
な
ど
か
ら
、
観
測
対
象
、
観
測
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
て
、

適
切
な
方
法
を
選
定
し
た
。
交
通
量
常
時
観
測
装
置
や
画
像
認
識
型
交
通
量
観
測
装
置
（

A
I
カ
メ
ラ
）
が
設
置
さ
れ
て

い
る
調
査
対
象
区
間
は
、
常
時
観
測
デ
ー
タ
を
優
先
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
現
地
の
条
件
が
適
合
し

な
い
等
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
機
械
観
測
が
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
人
手
に
よ
り
観
測
を
す
る
方
法
を
選
定
し

た
。

 

 

 
④

 
人
手
観
測
に
お
け
る
自
動
車
類
の
車
種
分
類

 

自
動
車
類
の
分
類
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
形
状
、
塗
色
、
分
類
番
号
に
よ
る
の
を
原
則
と
し
た
が
、
夜
間

1
2
時

間
観
測
で
照
明
が
不
十
分
な
た
め
に
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
識
別
が
困
難
な
場
合
に
は
、
車
両
の
形
態
に
よ
り
分
類

す
る
こ
と
と
し
た
。

 

通
行
車
両
等
の
分
類
は
次
の
と
お
り
と
し
た
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
塗
色
は
特
記
し
な
い
限
り
白
地
に
緑
文
字

（
自
家
用
）
又
は
緑
地
に
白
文
字
（
営
業
用
）
と
し
た
。

 

 

観
測
区
分

 
種
別

 
内
容

 

小
型
車

 

乗
用
車

 

ナ
ン
バ
ー

5
（
黄
と
黒
の
プ
レ
ー
ト
）

 

ナ
ン
バ
ー

3
、

8
（
小
型
プ
レ
ー
ト
）

 

ナ
ン
バ
ー

3
、

5
、

7
 

小
型
貨
物
車

 

ナ
ン
バ
ー

4
（
黄
と
黒
の
プ
レ
ー
ト
）

 

ナ
ン
バ
ー

3
、

6
（
小
型
プ
レ
ー
ト
）

 

ナ
ン
バ
ー

4
、

6
 

大
型
車

 

バ
ス

 
ナ
ン
バ
ー

2
 

普
通
貨
物
車

 
ナ
ン
バ
ー

1
 

ナ
ン
バ
ー

8
、

9
、

0
 

 

な
お
、
外
交
官
用
車
両
（
外
交
団
用
、
領
事
団
用
、
代
表
部
用
）、

在
日
米
軍
用
車
両
、
自
衛
隊
用
車
両
、
臨
時
運
行

車
両
、
回
送
運
行
車
両
等
独
自
の
番
号
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
、
寸
法
に
応
じ
て
車
種
を
想
定
し
、

自
動
車
類
に
含
め
て
観
測
す
る
も
の
と
し
た
。

 

 

ⅰ
．
小
型
車

 

ａ
．
軽
乗
用
車

 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
塗
色
が
黄
地
に
黒
文
字
（
自
家
用
）
又
は
黒
地
に
黄
文
字
（
営
業
用
）
で
あ
り
、
か
つ
分

類
番
号
が

5
0
～

5
9
、

5
0

0
～

5
9

9
及
び

7
0
0
～

7
9

9
の
自
動
車
と
す
る
。

 

な
お
、
昭
和

4
8
年

1
0
月

1
日
以
前
に
届
出
し
た
軽
乗
用
車
に
は
、
白
地
に
緑
又
は
緑
地
に
白
の
小
型
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
で
分
類
番
号
が

3
及
び

3
3
又
は

8
及
び

8
8
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
軽
乗
用
車
と
し
て
観
測
す

る
。

 

ｂ
．
乗
用
車

 

分
類
番
号
が

3
、

3
0
～

3
9
及
び

3
0

0
～

3
9
9
（
普
通
乗
用
自
動
車
）、

ま
た
は

5
、

7
、

5
0
～

5
9
、

7
0
～

7
9
、

5
0

0

～
5

9
9
及
び

7
0

0
～

7
9

9
（
小
型
乗
用
自
動
車
）
の
自
動
車
と
す
る
。

 

ｃ
．
軽
貨
物
車

 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
塗
色
が
黄
地
に
黒
文
字
（
自
家
用
）
又
は
黒
地
に
黄
文
字
（
営
業
用
）
で
あ
り
、
か
つ
分

類
番
号
が

4
0
～

4
9
、

4
0

0
～

4
9

9
及
び

6
0
0
～

6
9

9
の
自
動
車
と
す
る
。

 

な
お
、
昭
和

4
8
年

1
0
月

1
日
以
前
に
届
出
し
た
軽
貨
物
車
に
は
、
白
地
に
緑
又
は
緑
地
に
白
の
小
型
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
で
分
類
番
号
が

3
及
び

3
3
又
は

6
及
び

6
6
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
軽
貨
物
車
と
し
て
観
測
す

る
。

 

ｄ
．
小
型
貨
物
車

 

分
類
番
号
が

4
、

6
、

4
0
～

4
9
、

6
0
～

6
9
、

4
0

0
～

4
9

9
及
び

6
0

0
～

6
9

9
の
自
動
車
（
小
型
貨
物
自
動
車
）
と
す

る
。

 

 
 

ⅱ
．
大
型
車

 

ａ
．
バ
ス

 

分
類
番
号
が

2
、

2
0
～

2
9
及
び

2
0

0
～

2
9
9
の
自
動
車
と
す
る
。

 

ｂ
．
普
通
貨
物
車

 

分
類
番
号
が

1
、

1
0
～

1
9
及
び

1
0

0
～

1
9
9
の
自
動
車
と
す
る
。

 

ｃ
．
特
種
（
殊
）
車

 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
塗
色
が
黄
地
に
黒
文
字
又
は
黒
地
に
黄
文
字
の
も
の
の
う
ち
、
分
類
番
号
が

8
、

8
0
～

8
9

及
び

8
0

0
～

8
9

9
、

9
、

9
0
～

9
9
及
び

9
0

0
～

9
9

9
、

0
、

0
0
～

0
9
及
び

0
0

0
～

0
9

9
の
自
動
車
と
す
る
。

 

分
類
番
号
が

8
、

8
0
～

8
9
及
び

8
0

0
～

8
9

9
の
自
動
車
を
特
種
用
途
自
動
車
と
い
う
。
特
種
用
途
自
動
車
と
は
、

特
種
の
目
的
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
そ
の
目
的
遂
行
に
必
要
な
構
造
装
置
を
そ
な
え
た
も
の
で
、
緊
急
自
動
車
、
タ
ン

ク
車
、
撒
水
車
、
霊
柩
車
、
放
送
宣
伝
車
、
ク
レ
ー
ン
車
等
が
あ
る
。

 

分
類
番
号
が

9
、

9
0
～

9
9
及
び

9
0

0
～

9
9

9
、

0
、

0
0
～

0
9
及
び

0
0

0
～

0
9

9
の
自
動
車
を
特
殊
自
動
車
と
い
う
。

特
殊
自
動
車
と
は
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
自
動
車
、
ロ
ー
ド
・
ロ
ー
ラ
、
タ
イ
ヤ
・
ロ
ー
ラ
、
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
等

を
い
う
。
荷
物
車
、
故
障
車
等
を
け
ん
引
し
て
い
く
場
合
は
、
け
ん
引
車
だ
け
を
調
査
の
対
象
と
し
、
披
け
ん
引
車

は
数
え
な
い
。

 

 ２
）
推
定
に
よ
る
交
通
量
調
査
の
方
法

 

①
交
通
量
の
推
定
方
法

 

交
通
量
の
調
査
対
象
と
し
な
か
っ
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
観
測
を
実
施
し
た
区
間
の
交
通
量

調
査
結
果
と
平
成

2
7
年
度
交
通
量
を
用
い
て
推
定
を
行
っ
た
。

 

直
轄
国
道
に
つ
い
て
は
、「

路
線
推
定
」
を
基
本
と
し
て
交
通
量
の
推
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
補
助
国
道
、
主
要
地
方

道
（
指
定
市
の
主
要
市
道
を
含
む
）、

一
般
都
道
府
県
道
、
指
定
市
の
市
道
に
つ
い
て
は
、「

地
域
推
定
」
を
基
本
と
し

て
交
通
量
の
推
定
を
行
っ
た
。
な
お
、
災
害
等
に
よ
る
調
査
の
中
止
、
新
規
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
対
象
路

線
等
に
よ
り
平
成

2
7年

度
交
通
量
調
査
結
果
が
な
い
た
め
に
推
定
で
き
な
い
区
間
は
「
推
定
不
能
」
と
し
た
。

 



 
(4

) 

ⅰ
 
路
線
推
定

 

交
通
量
推
定
の
路
線
推
定
は
以
下
の
方
法
に
よ
り
行
っ
た
。

 


 
交
通
量
の
推
定
対
象
区
間
と
交
通
動
向
の
関
連
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
交
通
量
調
査
単
位
区
間
を
、
同

一
路
線
内
の
交
通
量
観
測
区
間
の
中
か
ら

1
つ
代
表
区
間
と
し
て
選
定
。

 


 
推
定
対
象
区
間
の
平
成

2
7
年
度
交
通
量
に
、
代
表
区
間
の
平
成

2
7

 
年
度
か
ら
令
和

3
 
年
度
ま
で
の
交
通
量

の
伸
び
率
を
乗
じ
て
、
推
定
対
象
区
間
の
令
和

3
年
度
の

1
2
時
間
交
通
量
を
推
定
。

 

           

 

 

ⅱ
 
地
域
推
定

 

交
通
量
推
定
の
地
域
推
定
は
以
下
の
方
法
に
よ
り
行
っ
た
。

 


 

1
5

 
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
交
通
量
が
同
程
度
の
区
間
を
推
定
群
と
し
て
複
数
選
定
。

 


 
推
定
対
象
区
間
の
平
成

2
7
 
年
度
交
通
量
に
、
推
定
群
に
属
す
る
各
区
間
の
平
成

2
7
 
年
度
か
ら
令
和

3
 
年
度

ま
で
の
交
通
量
の
伸
び
率
の
平
均
値
（
算
術
平
均
）
を
乗
じ
て
、
推
定
対
象
区
間
の
令
和

3
年
度
の

1
2
時
間

交
通
量
を
推
定
。

 

 

地
域
推
定
の
推
定
群
に
含
ま
れ
る
区
間
数
が
少
な
い
場
合
に
は
、

1
5

 
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
区
間
を
推
定
群
と
し
た
交
通

量
の
伸
び
率
の
平
均
値
を
用
い
る
「
地
域
推
定
（
ブ
ロ
ッ
ク
内
平
均
）」

を
用
い
て
も
良
い
こ
と
と
し
た
。
全
国

1
5
ブ

ロ
ッ
ク
は
以
下
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

       

ブ
ロ
ッ
ク

 
対
応
す
る
都
道
府
県

 

北
海
道

 
北
海
道

 

北
東
北

 
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県

 

南
東
北

 
宮
城
県
、
山
形
県
、
福
島
県

 

関
東
内
陸

 
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
山
梨
県
、
長
野
県

 

関
東
臨
海

 
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

 

北
陸

 
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県

 

東
海

 
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県

 

近
畿
内
陸

 
福
井
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
奈
良
県

 

近
畿
臨
海

 
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県

 

山
陰

 
鳥
取
県
、
島
根
県

 

山
陽

 
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県

 

四
国

 
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県

 

北
九
州

 
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
大
分
県

 

南
九
州

 
熊
本
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

 

沖
縄

 
沖
縄
県

 

 

な
お
、
周
辺
道
路
網
の
改
変
等
に
よ
り
、
平
成

2
7
年
度
調
査
以
降
に
交
通
量
が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
箇
所
は
交

通
量
の
伸
び
率
の
平
均
値
算
定
の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
と
し
た
。

 

              

 

 

交
通
量
観
測
区
間
 

H
27

調
査
 

 

R
3
調
査
 

推
定
対
象
区
間
 

代
表
区
間
 

q
H

2
7
 

 

q
R

3
 

Q
H

2
7
 

 

Q
R

3

 

交
通
量
観
測
区
間
 

推
定
対
象
区
間
 

q
1

5
,H

2
7
 

 

q
1

5
, R

3
 

q
1

,H
2

7
 

 

q
1
, R

3
 

Q
2

,H
2

7
 

 

Q
2
, R

3
 

Q
H

2
7
 

 

Q
R

3
 

○
○
ブ
ロ
ッ
ク

 

=
𝑄
𝐻
2
7
×

𝑞
𝑅
3

𝑞
𝐻
2
7
 

=
𝑄
𝐻
2
7
×
𝐴
𝑣
𝑒𝑟
𝑎
𝑔
𝑒
(
𝑞
1
,𝑅
3

𝑞
1
,𝐻
2
7
,
𝑞
2
𝑅
3

𝑞
2
𝐻
2
7
,⋯

𝑞
1
5
𝑅
3

𝑞
1
5
𝐻
2
7
)
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②
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
設
定
方
法

 

2
4
時
間
交
通
量
を
観
測
し
な
か
っ
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
7
年
度
調
査
あ
る
い
は
個
別
調
査

の
2

4
時
間
観
測
値
に
よ
る
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
設
定
、
ま
た
は
令
和

3
年
度
に

2
4
時
間
観
測

を
実
施
し
た
区
間
の
交
通
量
調
査
結
果
を
用
い
た
「
路
線
設
定
」
も
し
く
は
「
地
域
設
定
」
に
よ
り
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2

時
間
大
型
車
混
入
率
の
設
定
を
行
っ
た
。

 

令
和

3
年
度
に

2
4
時
間
交
通
量
を
観
測
し
な
か
っ
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
で
、
平
成

2
7
年
度
に

2
4
時
間
観
測
を

実
施
し
た
区
間
に
つ
い
て
は
、「

H
2

7
観
測
昼
夜
率
」
を
設
定
し
た
。
令
和

3
年
度
に

2
4
時
間
交
通
量
を
観
測
し
な
か
っ

た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
で
、
平
成

2
7
年
度
に

2
4
時
間
観
測
を
実
施
し
な
か
っ
た
区
間
は
、
直
轄
国
道
に
つ
い
て
は

「
路
線
設
定
」
に
よ
り
昼
夜
率
の
設
定
を
行
い
、
補
助
国
道
、
主
要
地
方
道
（
指
定
市
の
主
要
市
道
を
含
む
）
、
一
般
都

道
府
県
道
、
指
定
市
の
市
道
に
つ
い
て
は
「
地
域
設
定
」
に
よ
り
昼
夜
率
の
設
定
を
行
っ
た
。
な
お
、
交
通
量
調
査
対
象

区
間
外
で
交
通
量
の
推
定
が
で
き
な
い
区
間
は
設
定
し
て
い
な
い
。

 

  

ⅰ
 
平
成

2
7
年
度

2
4
時
間
観
測
値

 

平
成

2
7
年
度
調
査
の

2
4
時
間
観
測
値
に
よ
る
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
設
定
は
、
推
定
対
象

区
間
に
対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間
が

2
4
時
間
観
測
区
間
の
場
合
に
限
り
可
能
と
し
た
。

 

 

ⅱ
 
路
線
設
定

 

昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
路
線
設
定
は
以
下
の
方
法
に
よ
り
行
っ
た
。

 


 
推
定
対
象
区
間
と
交
通
動
向
の
関
連
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
交
通
量
調
査
単
位
区
間
を
、
同
一
路
線
内

の
令
和

 
3

 
年
度

 
2

4
 
時
間
交
通
量
観
測
区
間
、
平
成

 
2

7
 
年
度
に

 
2

4
 
時
間
観
測
し
た
区
間
、
ま
た
は
個
別

調
査
に
よ
り

 
2

4
 
時
間
観
測
し
た
区
間
の
中
か
ら

1
つ
代
表
区
間
と
し
て
選
定
。

 


 
代
表
区
間
の
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
を
推
定
対
象
区
間
の
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大

型
車
混
入
率
と
し
て
設
定
。

 

        

ⅲ
 
地
域
設
定

 

昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
地
域
設
定
は
以
下
の
方
法
に
よ
り
行
っ
た
。

 


 

1
5

 
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
交
通
量
が
同
程
度
の
区
間
を
推
定
群
と
し
て
複
数
選
定
。

 


 
推
定
群
の
令
和

 
3

 
年
度

 
2

4
 
時
間
観
測
区
間
、
平
成

 
2

7
 
年
度
に

 
2

4
時
間
観
測
し
た
区
間
、
ま
た
は
個
別

調
査
に
よ
り

 
2

4
 
時
間
観
測
し
た
区
間
の
交
通
量
調
査
結
果
か
ら
、
各
区
間
の
昼
夜
率
を
求
め
、
そ
の
昼
夜
率

の
平
均
値
（
算
術
平
均
）
を
当
該
推
定
対
象
区
間
の
昼
夜
率
と
し
て
設
定
。

 


 
推
定
群
の

2
4
時
間
観
測
区
間
・
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
平
均
値
を
当
該
交
通
量
調
査
単
位
区
間
の

夜
間

1
2
時
間
平
均
大
型
車
混
入
率
と
し
て
設
定
。

 

 

地
域
設
定
の
グ
ル
ー
プ
は
、
交
通
量
の
地
域
推
定
と
同
様
に
、
全
国

1
5
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
た
。

 

 

             

【
地
域
設
定
に
よ
る
推
定
対
象
区
間
昼
夜
率
、
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
の
設
定
】

 







の
大
型
車
混
入
率

区
間

･
･
･

の
大
型
車
混
入
率

区
間

時
間
大
型
車
混
入
率

夜
間

の
昼
夜
率

区
間

･
･
･

の
昼
夜
率

区
間

の
昼
夜
率

区
間

昼
夜
率

z
a

A
v
e
r
a
g
e

z
b

a
A

v
e
r
a
g
e

,
,

1
2

,
,

,


 

2
4
時
間
交
通
量
観
測
区
間
 

R
3
調
査
 

推
定
対
象
区
間
 

代
表
区
間
 

昼
夜
率

 

夜
間
大
型
車
混
入
率

 

昼
夜
率

 

夜
間
大
型
車
混
入
率

 

2
4
時
間
交
通
量
観
測
区
間
 

推
定
対
象
区
間
 

区
間

z 

区
間

a
 

区
間

b
 

○
○
ブ
ロ
ッ
ク
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③
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
の
令
和

3
年
交
通
量
推
定
方
法

 

平
成

2
7
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
以
降
の
個
別
調
査
で
交
通
量
を
観
測
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
結
果

を
活
用
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
常
時
観
測
点
交
通
量
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
調
査
時
点
の
交
通
量

か
ら
令
和

3
年
値
（
年
平
均
日
交
通
量
（

AA
D
T）

に
相
当
）
を
推
定
し
て
い
る
。
推
定
方
法
を
以
下
に
示
す
。

 

 


 
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
で
は
、

1
5

 
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
常
時
観
測
点
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
同
一
グ
ル
ー
プ

内
の
常
時
観
測
点
の
交
通
量
デ
ー
タ
（
個
別
調
査
観
測
日
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
平
均
と
令
和

3
年

1
月
～

1
2

 
月
全
日
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
平
均
）
か
ら
平
均
的
な
日
間
変
動
指
数
を
設
定
。

 

            【
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
に
お
け
る

2
4
 時

間
自
動
車
類
推
定
交
通
量
（

AA
DT
 相

当
）
の
推
定
】

 

  

：
推
定
対
象
区
間

i 
の
令
和

3
 年

2
4 
時
間
自
動
車
類
推
定
交
通
量
（

A
A
DT
 相

当
）

 

：
ブ
ロ
ッ
ク
内
常
時
観
測
点
の

A
AD
T
 平

均
値
（
台

/日
）（

令
和

3
 年

1
月
～

12
 月

）
 

：
推
定
対
象
区
間

i 
の

24
 時

間
断
面
交
通
量
（
台

/日
）（

個
別
調
査
実
施
日
）

 

：
推
定
対
象
区
間

i
 の

個
別
調
査
実
施
日
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
内
常
時
観
測
区
間
の

2
4
 時

間
断
面
交
通
量
の

平
均
値

 
  

 
 
 
 
：
ブ
ロ
ッ
ク
内
常
時
観
測
点
の
日
間
変
動
指
数

 

 【
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
に
お
け
る
昼
間

1
2
 時

間
自
動
車
類
推
定
交
通
量
（

AA
D
T
 相

当
）
の
推
定
】

 

  

：
推
定
対
象
区
間

i 
の
令
和

3
 年

昼
間

12
 
時
間
自
動
車
類
推
定
交
通
量
（

A
AD
T 
相
当
）

 

：
推
定
対
象
区
間

i 
の
令
和

3
 年

2
4 
時
間
自
動
車
類
推
定
交
通
量
（

A
A
DT
 相

当
）

 

昼
夜
率
：
推
定
対
象
区
間
ｉ
の
平
成

27
年
度
あ
る
い
は
個
別
調
査
の

24
時
間
観
測
値
に
よ
る
昼
夜
率

 

 （
３
）
旅
行
速
度
調
査

 

旅
行
速
度
調
査
で
は
、
高
速
道
路
、
一
般
道
路
と
も
に

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
活
用
を
基
本
と
し
た
。

 

ま
た
、
時
間
的
・
空
間
的
に
広
く
取
得
さ
れ
て
い
る

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
特
性
を
活
か
し
、
朝
夕
（
混
雑
時
：

午
前

7
時
～
午
前

9
時
、
午
後

5
時
～
午
後

7
時
）、

昼
間
（
非
混
雑
時
：
午
前

9
時
～
午
後

5
時
）
に
つ
い
て
調
査
す

る
と
と
も
に
、
方
向
（
上
り
・
下
り
）
別
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
違
い
を
把
握
す
る
観
点
か
ら
、
上
り
・
下
り
別
に
調
査
を

行
っ
た
。

 

令
和

3
年
度
調
査
か
ら
は
、

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
活
用
す
る
区
間
に
お
い
て
は
、
車
種
（
小
型
車
・
大
型
車
・

合
計
）
別
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
旅
行
速
度
の
算
出
に
用
い
た
デ
ー
タ
の
取
得
件
数
を
整
理
し
た
。

 

山
地
部
等
、
交
通
量
が
少
な
く
、

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
取
得
が
見
込
ま
れ
な
い
旅
行
速
度
調
査
対
象
区
間
に
お

い
て
は
、
平
成

2
7年

度
と
同
様
に
、
日
常
業
務
等
を
兼
ね
た
方
法
と
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
を
使
用
す
る
方
法
で
計
測
を
行
っ
た
。

計
測
方
法
を
以
下
に
示
す
。

 

 

①
 
計
測
日

 

計
測
は
、
他
の
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
（
以
下
、
他
の
調
査
）
結
果
と
比
較
・
参
照
で
き
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
他
の
調
査
が
行
わ
れ
る
秋
季
（

9
月
～

1
1
月
）
の
平
日
か
ら
、
任
意
の
日
に
実
施
し
て
よ
い
も
の
と

し
た
が
、
月
曜
日
、
金
曜
日
、
祝
祭
日
の
前
後
の
日
及
び
台
風
等
の
異
常
気
象
の
場
合
そ
の
他
の
通
常
と
異
な
る
交
通

状
態
が
予
想
さ
れ
る
日
は
避
け
る
よ
う
に
し
た
。

 

 

②
 
計
測
時
間
帯
及
び
計
測
方
向

 

朝
夕
（
混
雑
時
）
に
つ
い
て
は
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
（
午
前

7
時
～
午
前

9
時
）
又
は
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間

帯
（
午
後

5
時
～
午
後

7
時
）
の
う
ち
、
上
下
線
そ
れ
ぞ
れ
が
混
雑
す
る
時
間
帯
に
、
そ
れ
ぞ
れ
計
測
す
る
も
の
と
し

た
。

 

昼
間
（
非
混
雑
時
）
に
つ
い
て
は
、
日
中
の
時
間
帯
（
午
前

9
時
～
午
後

5
時
）
の
う
ち
、
任
意
の
時
間
帯
に
、
上

下
線
そ
れ
ぞ
れ
計
測
す
る
も
の
と
し
た
。

 

但
し
、
上
下
線
で
旅
行
速
度
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
上
下
線
共
通
の
調
査
と
し
て

ど
ち
ら
か

1
方
向
の
み
の
計
測
と
し
て
も
よ
い
も
の
と
し
た
。

 

ま
た
、
朝
夕
も
混
雑
が
見
ら
れ
な
い
区
間
に
つ
い
て
は
、
朝
夕
（
混
雑
時
）
と
昼
間
（
非
混
雑
時
）
の
共
通
の
調
査

と
し
て
、
昼
間

1
2
時
間
（
午
前

7
時
～
午
後

7
時
）
の
任
意
の
時
間
帯
の
計
測
と
し
て
も
よ
い
も
の
と
し
た
。

 

 

③
 
計
測
回
数

 

計
測
回
数
は
、
原
則

1
回
と
し
た
。
た
だ
し
、
代
表
沿
道
状
況
（
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
内
で
の
沿
道
状
況
別
延

長
の
う
ち
も
っ
と
も
長
い
沿
道
状
況
）
が
人
口
集
中
地
区
（

D
ID

）
の
区
間
に
つ
い
て
は

3
回
計
測
す
る
も
の
と
し
た
。

 

 

④
 
計
測
方
法

 

ⅰ
．
日
常
業
務
等
を
兼
ね
た
計
測
方
法

 

常
時
観
測
点
 

地
点

z 

 

地
点

a
 

地
点

b
 

○
○
ブ
ロ
ッ
ク

 

i
q

推
定
対
象
区
間

i 

 

'

'

q

A
A

D
T

q
A

A
D

T
i

i




'
q

i
q

i
A

A
D

T

'
A

A
D

T

昼
夜
率

1
1

2



i

i
A

A
D

T
A

A
D

T

i
A
A

D
T

1
2 i

A
A

D
T

'

'

q

A
A

D
T
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道
路
巡
回
な
ど
の
日
常
業
務
等
を
兼
ね
て
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
ご
と
に
調
査
の
開
始
地

点
及
び
終
了
地
点

の
通
過
時
刻
を
記
録
し
た
。

 

ⅱ
．
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
に
よ
る
計
測
方
法

 

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
に
よ
る
位
置
座
標
デ
ー
タ
（
緯
度
・
経
度
）
の
取
得
時
間
間
隔
は
可
能
な
限
り

1
秒
ピ
ッ
チ
で
取

得
し
た
。
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
の
利
用
に
際
し
て
は
、
計
測
機
器
の
不
具
合
や
取
得
デ
ー
タ
の
誤
消
去
な
ど
問
題
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
計
測
前
に
機
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て
十
分
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
計
測
時
に
は

走
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
設
置
場
所
な
ど
を
考
慮
し
、
安
全
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

 

⑤
 
走
行
方
法

 

計
測
時
の
走
行
方
法
は
、
車
群
の
流
れ
に
沿
っ
た
走
行
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
車
群
の
う
ち
、
平
均
的
な
速
度
で

走
行
し
て
い
る
車
両
に
追
従
し
て
走
行
し
た
。
た
だ
し
、
信
号
停
止
や
踏
切
の
一
旦
停
止
は
必
ず
実
施
し
、
安
全
を
確

認
し
て
走
行
し
た
。
停
止
に
よ
り
前
車
と
の
間
隔
が
開
い
て
も
、
無
理
に
追
い
つ
こ
う
と
せ
ず
、
前
車
の
走
行
ス
タ
イ

ル
と
同
様
な
走
り
方
で
安
全
走
行
を
行
う
も
の
と
し
た
。
大
型
貨
物
車
や
バ
ス
等
が
前
方
を
低
速
度
で
走
行
し
て
い
る

場
合
は
適
宜
、
追
越
し
て
も
よ
い
も
の
と
し
た
。

4
車
線
以
上
の
道
路
も
同
様
で
あ
り
、
常
に
走
行
車
線
を
通
行
す
る

必
要
は
な
い
も
の
と
し
た
。

 

 

  

５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項

 

 

箇
所
別
基
本
表
に
記
載
し
た
調
査
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
箇
所
別
基
本
表
は
交
通
量
観
測
時
点
（
令
和

3
年
秋
季
）
の
結
果
で
あ
る
。

 

 （
１
）
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号
及
び
世
代
管
理
番
号

 

交
通
調
査
基
本
区
間
番
号
は
原
則
と
し
て
「
都
道
府
県
（

2
桁
）
」
＋
「
道
路
種
別
（

1
桁
）」

＋
「
路
線
番
号
（

4
桁
）」

＋
「
順
番
号
（

4
桁
）」

か
ら
な
る

1
1
桁
の
番
号
で
、
路
線
の
起
点
か
ら
終
点
に
向
け
て
昇
順
と
な
る
よ
う
に
番
号
を
付

し
た
。
一
度
付
与
し
た
番
号
は
、
原
則
と
し
て
変
更
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

 

世
代
管
理
番
号
（

2
 
桁
）
は
、
平
成

2
2
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
以
降
に
交
通
調
査
基
本
区
間
の
分
割

や
属
性
変
更
等
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
扱
う
た
め
に
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
の
位
が
交
通
調
査
基

本
区
間
の
分
割
回
数
、
一
の
位
が
属
性
変
更
回
数
を
示
す
も
の
と
し
た
。

 

 

交
通
調
査
基
本
区
間
は
、
枝
路
線
を
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
箇
所
で
分
割
し
た
区
間
で
あ
る
。

 

①
 
他
の
枝
路
線
が
接
続
す
る
箇
所
（
幹
線
道
路
同
士
の
交
差
点
、

IC
等
）

 

②
 
大
規
模
施
設
の
ア
ク
セ
ス
点

 

③
 
管
理
区
分
が
異
な
る
箇
所

 

④
 
自
動
車
専
用
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
間
の
起
点
終
点

 

⑤
 
市
区
町
村
境
と
交
差
す
る
箇
所

 

枝
路
線
と
は
、
路
線
を
都
道
府
県
別
、
新
道
旧
道
等
の
ル
ー
ト
別
に
区
分
し
た
も
の
を
い
う
。

 

                

9
9
3
0
9
9
9
0
0
9
0
 

9
9
3
0
9
9
9
0
0
2
0
 

9
9
3
0
9
9
9
0
1
2
0
 

起 点  

終 点  

9
9
3
0
9
9
9
0
0
1
0
 

9
9
3
0
9
9
9
0
0
3
0
 

9
9
3
0
9
9
9

0
0
4
0
 9

9
3
0
9
9
9
0
0
5
0
 

9
9
3
0
9
9
9
0
0
6
0
 

9
9
3
0
9
9
9
0
0
7
0

 

9
9
3
0
9
9
9
0
1
0
0
 

凡
 
例

 

現
道

 

新
道
、
旧
道

 

他
幹
線
道
路

 

区
間
分
割
線

 
重
用
路
線

 

市
区
町
村
境

 

B
市

 

A
市

 

9
9
6
0
8
8
8
0
0
8
0
 9
9
4
0
7
7
7
0
1
1
0
 

9
9
4
0
7
7
7

0
1
2
0
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道
路
状
況
調
査
、
交
通
量
調
査
、
旅
行
速
度
調
査
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
単
位
区
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
適
し
た
区

間
と
し
て
、
交
通
調
査
基
本
区
間
を
集
約
し
て
設
定
し
た
。

 

①
 
交
通
量
及
び
道
路
状
況
は
、
路
線
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
が
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
で
区
間
を
集
約
。

 

②
 
但
し
、
道
路
状
況
は
、
延
長
調
査
の
集
計
ニ
ー
ズ
が
あ
る
単
位
（
市
町
村
等
）
を
超
え
て
集
約
し
な
い
。

 

③
 
旅
行
速
度
は
、
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
対
象
路
線
の
交
差
点
間
で
区
間
を
集
約
。

 

但
し
、

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
活
用
す
る
区
間
に
お
い
て
は
、
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
へ
の
集
約
を
行
わ
ず
、

交
通
調
査
基
本
区
間
単
位
で
旅
行
速
度
を
整
理
し
た
。

 

             （
２
）
道
路
種
別

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
の
道
路
種
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

道
路
種
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

高
速
自
動
車
国
道

 
1

 

都
市
高
速
道
路

 
2

 

一
般
国
道

 
3

 

主
要
地
方
道
（
都
道
府
県
道
）

 
4

 

主
要
地
方
道
（
指
定
市
市
道
）

 
5

 

一
般
都
道
府
県
道

 
6

 

指
定
市
の
一
般
市
道

 
7

 

 （
３
）
路
線

 

①
 
路
線
番
号

 

高
速
自
動
車
国
道
は
、
高
速
道
路
会
社
が
管
理
す
る
路
線
は
「
８
．
各
種
コ
ー
ド
表
」
の
（
１
）
高
速
自
動
車
国
道

路
線
番
号
表
に
示
す
路
線
番
号
、
新
直
轄
区
間
は
「
８
．
各
種
コ
ー
ド
表
」
の
（
２
）
新
直
轄
区
間
路
線
番
号
表
に
示

す
路
線
番
号
。

 

都
市
高
速
道
路
は
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
地
方
道
路
公
社
が
設
定
し
て
い
る

路
線
番
号
。

 

一
般
国
道
は
、
国
道
番
号
と
す
る
。

 

都
道
府
県
道
は
、
標
識
等
で
表
示
さ
れ
て
い
る
路
線
番
号
。

 

指
定
市
の
一
般
市
道
は
、

4
桁
の
路
線
番
号
の
う
ち
上

1
桁
に
、
同
一
県
内
の
指
定
市
を
区
分
す
る
番
号
を
付
し
、

下
3
桁
に
指
定
市
内
で
重
複
し
な
い
よ
う
に
任
意
に
定
め
た
番
号
。

 

 

②
 
路
線
名

 

政
令
、
告
示
等
に
よ
る
正
式
な
路
線
名
。

 

 （
４
）
起
点
側
・
終
点
側

 

①
 
接
続
区
分

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
の
起
点
側
、
終
点
側
の
端
点
の
接
続
形
態
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

接
続
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

他
の
枝
路
線
の
交
通
調
査
基
本
区
間
（
複
数
あ
る
場
合
は
、
最

小
の
区
間
番
号
の
も
の
）
の
「
終
点
側
」
と
接
続
す
る
箇
所

 
1

 

他
の
枝
路
線
の
交
通
調
査
基
本
区
間
（
複
数
あ
る
場
合
は
、
最

小
の
区
間
番
号
の
も
の
）
の
「
起
点
側
」
と
接
続
す
る
箇
所

 
2

 

都
道
府
県
境

 
3

 

異
な
る
２
つ
の
枝
路
線
の
端
点
同
士
だ
け
が
接
続
す
る
箇
所

 
4

 

道
路
管
理
者
が
異
な
る
箇
所
、
又
は
自
動
車
専
用
道
路
に
指
定

さ
れ
て
い
る
区
間
の
起
点
終
点

 
5

 

市
区
町
村
境

 
6

 

大
規
模
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
点

 
7

 

枝
路
線
の
端
点
（
他
の
基
本
区
間
と
接
続
し
な
い
）

 
8

 

旧
分
割
点

 
9

 

 

②
 
接
続
路
線
等

 

①
の
接
続
区
分
が
「
他
の
枝
路
線
と
接
続
す
る
箇
所
」（

コ
ー
ド
番
号
：

1
）
又
は
「
他
の
枝
路
線
の
起
点
と
接
続
す

る
箇
所
」（

コ
ー
ド
番
号
：

2
）
の
箇
所
に
は
、
端
点
に
接
続
す
る
他
の
路
線
の
交
通
調
査
基
本
区
間
の
う
ち
、
最
も
番

号
が
小
さ
い
交
通
調
査
基
本
区
間
の
区
間
番
号
と
世
代
管
理
番
号
、
路
線
名
を
記
載
。

 

①
の
接
続
区
分
が
「
都
道
府
県
境
」（

コ
ー
ド
番
号
：

3
）
の
箇
所
に
は
、
隣
接
都
府
県
側
の
同
一
路
線
の
交
通
調
査

基
本
区
間
番
号
と
そ
の
路
線
名
を
記
載
。

 

①
の
接
続
区
分
が
「
市
区
町
村
境
」
（
コ
ー
ド
番
号
：

6
）
の
箇
所
に
は
、
市
区
町
村
境
界
（
○
○
市
・
△
△
町

 
境
 

等
）
を
記
載
。

 

③
 
備
考

 

高
速
自
動
車
国
道
及
び
都
市
高
速
道
路
、
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
に
お
い
て
、

IC
名
、

J
C

T
名
を
記
載
。

 

ま
た
、
①
の
接
続
区
分
が
「
大
規
模
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
点
」（

コ
ー
ド
番
号
：

7
）
の
箇
所
に
は
、
大
規
模
施
設

交
通
量
調
査
単
位
区
間
（
交
通
量
の
変
化
の
み
か
ら
判
断
し
て
集
約
）

交
通
量
①

交
通
量
②

交
通
量
③

交
通
量
④

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
（道
路
状
況
の
変
化
及
び
行
政
境
か
ら
判
断
し
て
集
約
）

状
況
①

状
況
②

状
況
③

状
況
④

状
況
⑤

国
道
○
○
号

国
道
△
△
号

Ａ
市

Ｂ
市

県
▲
▲
▲
号

主
地
×
×
号

Ｃ
市

県
●
●
●
号

県
□
□
□
号
国
道
■
■
号

D
ID

  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  

  
  

  
  

D
ID

旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
（旅
行
速
度
の
評
価
に
適
し
た
区
間
か
ら
判
断
し
て
集
約
）

速
度
①

速
度
②

速
度
③

速
度
④

速
度
⑤

速
度
⑥

速
度
⑦

交
通
調
査
基
本
区
間
（デ
ー
タ
を
整
理
す
る
単
位
）

単
位
①

単
位
②

単
位
③

単
位
④

単
位
⑤

単
位
⑥

単
位
⑦

単
位
⑧

単
位
⑨

設
定
イ
メ
ー
ジ



 
(9

) 

の
施
設
種
類
等
を
記
載
。

 

 （
５
）
現
道
旧
道
区
分

 

「
交
通
調
査
基
本
区
間
標
準
」
に
準
じ
、
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

現
道
旧
道
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

現
道

 
1

 

旧
道

 
2

 

新
道

 
3

 

旧
道
集
約

 
4

 

 （
６
）
管
理
区
分

 

当
該
調
査
単
位
区
間
の
道
路
管
理
者
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

権
限
代
行
区
間
は
実
際
の
道
路
の
管
理
者
名
と
し
た
。

 

 

管
理
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

国
土
交
通
大
臣

 
1

 

都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県

 
2

 

指
定
市
の
長
又
は
指
定
市

 
3

 

東
日
本
・
中
日
本
・
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

 
4

 

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社

 
5

 

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

 
6

 

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

 
7

 

地
方
道
路
公
社
等

 
8

 

そ
の
他

 
9

 

 （
７
）
市
区
町
村
コ
ー
ド

 

市
区
町
村
コ
ー
ド
は
、「

統
計
に
用
い
る
都
道
府
県
等
の
区
域
を
示
す
標
準
コ
ー
ド
を
定
め
た
件
（
昭
和

4
5
年

4
月

1

日
行
政
管
理
庁
告
示
第

4
4
号
）
」
の
令
和

3
年

4
月

1
日
時
点
に
定
め
る
標
準
コ
ー
ド
と
し
た
。
ま
た
、
指
定
市
に
つ
い

て
は
、
指
定
市
の
標
準
コ
ー
ド
で
は
な
く
、
区
毎
に
定
め
る
標
準
コ
ー
ド
と
し
た
。

 

 （
８
）
自
動
車
専
用
道
路
の
別

 

自
動
車
専
用
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
ま
た
は
道
路
法
第

4
8
条
の

2
）
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

自
動
車
専
用
道
路
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

自
動
車
専
用
道
路
の
区
間

 
1

 

自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
区
間

 
0

 

（
９
）
区
間
種
別

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

区
間
種
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

通
常
区
間

 
0

 

分
離
区
間

 
上
下
線
分
離
区
間

 
1

 

複
断
面
区
間

 
2

 

上
下
線
分
離
か
つ
複
断
面
区
間

 
3

 

交
通
不
能
区
間

 
6

 

循
環
区
間

 
7

 

部
分
供
用
区
間

 
8

 

 （
1
0）

分
離
区
間

 

①
 
分
離
区
分

 

（
９
）
の
区
間
種
別
に
応
じ
、
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

分
離
区
間
の
分
離
区
分

 

コ
ー
ド
番
号

 
通
常
区
間

 
上
下
線
分
離

 
複
断
面

 
上
下
線
分
離

 
か
つ
複
断
面

 

分
離
な
し

 
 

 
 

0
 

 
上
り
線

 
 

上
り
主
断
面

 
1

 

 
下
り
線

 
主
断
面

 
下
り
主
断
面

 
2

 

 
 

 
上
り
複
断
面

 
3

 

 
 

複
断
面

 
下
り
複
断
面

 
4

 

 

②
 
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号

 

分
離
区
分
コ
ー
ド
が

1
ま
た
は

3
、

4
の
場
合
に
、
対
応
す
る
主
路
線
の
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号
を
記
載
。

 

 （
1
1）

区
間
延
長
（

km
) 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
の
延
長
（
道
路
中
心
線
上
の
延
長
）
。

 

 （
1
2）

高
規
格
道
路
の
別

 

高
規
格
道
路
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

高
規
格
道
路
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

高
規
格
幹
線
道
路

 
 

1
 

地
域
高
規
格
道
路

 
2

 

高
規
格
道
路
以
外
の
道
路

 
0

 

 



 
(1

0
) 

（
1
3）

一
般
国
道
指
定
区
間

 

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

一
般
国
道
指
定
区
間

 
コ
ー
ド
番
号

 

一
般
国
道
（
指
定
区
間
）

 
1

 

一
般
国
道
（
指
定
区
間
外
）

 
2

 

一
般
国
道
以
外
の
道
路

 
0

 

 （
1
4）

一
方
通
行
フ
ラ
グ

 

恒
常
的
な
一
方
通
行
規
制
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

一
方
通
行
フ
ラ
グ

 
コ
ー
ド
番
号

 

な
し

 
0

 

一
方
通
行
（
起
点
か
ら
終
点
方
向
に
通
行
可
能
）

 
1

 

一
方
通
行
（
終
点
か
ら
起
点
方
向
に
通
行
可
能
）

 
2

 

 （
1
5）

平
成

2
7
年
度
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
に
対
応
す
る
平
成

2
7
年
度
の
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号
と
世
代
管
理
番
号
。

 

 
※
平
成

2
7
年
度
の
箇
所
別
基
本
表
で
は
、
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号
が
「

0
」
か
ら
始
ま
る
場
合
に
先
頭
の
「

0
」
の
表
記

を
省
略
し
て
い
た
が
、
令
和

3
年
度
の
箇
所
別
基
本
表
で
は
先
頭
の
「

0
」
を
表
記
し
て
い
る
。

 

 （
1
6）

交
通
量
調
査
単
位
区
間
番
号

 

交
通
量
調
査
単
位
区
間
番
号
は
、
交
通
調
査
基
本
区
間
を
集
約
し
て
設
定
し
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
の
そ
れ
ぞ
れ
に

付
し
た

5
桁
の
番
号
で
、
都
（
区
部
及
び
市
郡
部
ご
と
）
府
県
、
北
海
道
振
興
局
、
指
定
市
ご
と
に
、
道
路
種
別
に
よ
り

下
記
の
番
号
か
ら
始
ま
る
番
号
と
し
た
。

 


 
高
速
自
動
車
国
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
0

0
0

1
0
 
～

 


 
都
市
高
速
道
路

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
0

5
0

1
0
 
～

 


 
一
般
国
道

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

 1
0

0
1

0
 
～

 


 
主
要
地
方
道
（
指
定
市
の
主
要
市
道
を
含
む
）

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
4

0
0

1
0
 
～

 


 
一
般
都
道
府
県
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
6

0
0

1
0
 
～

 


 
指
定
市
の
一
般
市
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
8

0
0

1
0
 
～

 

 （
1
7）

観
測
地
点
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号

 

交
通
量
観
測
を
行
っ
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
交
通
量
観
測
地
点
を
設
定
し
た
交
通
調
査
基
本
区
間
番
号

を
記
載
。

 

  

（
1
8）

交
通
量
観
測
地
点
地
名

 

交
通
量
観
測
を
行
っ
た
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
交
通
量
観
測
を
行
っ
た
地
点
の
地
名
（
市
・
郡
、
区
・
町
・

村
、
町
・
丁
目
・
字
、
番
地
、
小
字
等
）
ま
た
は

IC
区
間
名
（
○
○

IC
～
○
○

IC
等
）
を
記
載
。
 

 （
1
9）

令
和

3
年
度
調
査
交
通
量
観
測
・
非
観
測
の
別

 

令
和

3
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
で
交
通
量
観
測
を
行
っ
た
区
間
、
交
通
量
推
定
を
行
っ
た
区
間
の
別
を

次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

交
通
量
観
測
・
非
観
測
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

観
測

 
1

 

非
観
測
（
推
定
値
）

 
2

 

デ
ー
タ
な
し
（
推
定
不
能
）

 
空
白

 

 な
お
、
交
通
量
推
定
を
行
っ
た
区
間
（
コ
ー
ド
番
号
：

2
）
の
交
通
量
、
ピ
ー
ク
比
率
、
大
型
車
混
入
率
、
混
雑
度
に
つ

い
て
は
、

P
D

F
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 （
2
0）

個
別
調
査
観
測
値
活
用
の
別

 

平
成

2
7
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
以
降
に
実
施
さ
れ
た
個
別
調
査
に
お
け
る
観
測
値
の
活
用
の
別
を
次

の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

個
別
調
査
観
測
値
活
用
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

活
用
あ
り

 
1

 

活
用
な
し

 
0

 

 （
2
1）

1
2
時
間
・

2
4
時
間
観
測
の
別

 

令
和

3
年
度
調
査
及
び
個
別
調
査
の

1
2
時
間
観
測
地
点
、

2
4
時
間
観
測
地
点
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

1
2
時
間
・

2
4
時
間
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

1
2
時
間
観
測
地
点

 
1

 

2
4
時
間
観
測
地
点

 
2

 

調
査
対
象
区
間
外
（
非
観
測
） 

0
 

 （
2
2）

交
通
量
観
測
年
月
日

 

令
和

3
年
度
調
査
及
び
個
別
調
査
の
観
測
年
月
日
を
記
載
し
た
。
な
お
、
機
械
観
測
（
道
路
管
理
者
が
設
置
し
て
い
る

交
通
量
常
時
観
測
装
置
）
等
で
観
測
し
た
複
数
日
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
場
合
に
は
観
測
年
月
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
日

付
は
“

0
0
”
と
し
た
。

 

  



 
(1

1
) 

（
2
3）

昼
間

1
2
時
間
自
動
車
類
交
通
量
（
台

/
12
h）

 

午
前

7
時
～
午
後

7
時
ま
で
に
交
通
量
観
測
地
点
を
通
過
し
た
自
動
車
類
の
台
数
。

 

交
通
量
を
観
測
し
て
い
な
い
区
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に

対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間
の
平
成

2
7
年
度
交
通
量
と
、
平
成

2
7
年
度
及
び
令
和

3
年
度
と
も
に

交
通
量
を
観
測
し
た
区
間
の
交
通
量
デ
ー
タ
を
用
い
て
推
定
し
た
昼
間

1
2
時
間
交
通
量
を
記
載
。
個
別
調
査
観
測
値
活

用
区
間
に
つ
い
て
は
当
該
区
間
交
通
量
及
び
常
時
観
測
点
の
交
通
量
デ
ー
タ
か
ら
算
定
し
た
令
和

3
年
の
午
前

7
時
～
午

後
7
時
ま
で
の
自
動
車
類
の
台
数
（
年
平
均
日
交
通
量
）
を
記
載
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を

斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 （
2
4）

2
4
時
間
自
動
車
類
交
通
量
（
台

/2
4
h
）

 

午
前

7
時
～
翌
日
午
前

7
時
ま
た
は
午
前

0
時
～
翌
日
午
前

0
時
ま
で
に
交
通
量
観
測
地
点
を
通
過
し
た
自
動
車
類

の
台
数
。

 

1
2
時
間
観
測
区
間
に
つ
い
て
は
、
昼
間

1
2
時
間
交
通
量
と
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
を
用
い
て
推

定
し
た

2
4
時
間
交
通
量
を
記
載
。

 

交
通
量
を
観
測
し
て
い
な
い
区
間
に
つ
い
て
は
、
推
定
し
た
昼
間

1
2
時
間
交
通
量
と
昼
夜
率
及
び
夜
間

1
2
時
間
大
型

車
混
入
率
を
用
い
て
推
定
し
た

2
4
時
間
交
通
量
を
記
載
。
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
に
つ
い
て
は
当
該
区
間
交
通
量

及
び
常
時
観
測
点
の
交
通
量
か
ら
算
定
し
た
、
令
和

3
年
の
午
前

7
時
～
翌
日
午
前

7
時
ま
た
は
午
前

0
時
～
翌
日
午
前

0
時
ま
で
の
自
動
車
類
の
台
数
（
年
平
均
日
交
通
量
）
を
記
載
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を
斜

体
表
示
と
し
た
。

 

 （
2
5）

昼
夜
率

 

昼
間

1
2
時
間
自
動
車
類
交
通
量
に
対
す
る

2
4
時
間
自
動
車
類
交
通
量
の
割
合
。

 

時
間
自
動
車
類
交
通
量

昼
間

時
間
自
動
車
類
交
通
量

昼
夜
率

1
2

2
4


 

1
2
時
間
観
測
区
間
及
び
交
通
量
観
測
を
し
て
い
な
い
区
間
で
は
、

2
4
時
間
観
測
を
行
っ
た
区
間
の
交
通
量
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
昼
夜
率
を
設
定
し
た
。

 

 （
2
6）

昼
間

1
2
時
間
ピ
ー
ク
比
率
（

%）
 

ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
（
上
り
下
り
の
合
計
の
交
通
量
が
最
も
多
い
時
間
帯
の
交
通
量
）
の
昼
間

1
2
時
間
交
通
量
に
対

す
る
割
合
。

 

1
0

0
1

2



時
間
自
動
車
類
交
通
量

昼
間

通
量

ピ
ー
ク
時
間
自
動
車
類
交

ピ
ー
ク
比
率

（
%
）

 

 

な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 

（
2
7）

昼
間

1
2
時
間
大
型
車
混
入
率
（

%）
 

自
動
車
類
交
通
量
に
対
す
る
大
型
車
交
通
量
の
割
合
。

 

1
0

0



全
車
交
通
量

大
型
車
交
通
量

大
型
車
混
入
率

（
%
）

 

な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 （
2
8）

混
雑
度

 

交
通
調
査
基
本
区
間
の
交
通
容
量
に
対
す
る
交
通
量
の
比
。

 

）
交
通
容
量
（
台

）
交
通
量
（
台

混
雑
度

/1
2

h

/1
2

h


 

な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

交
通
容
量
に
つ
い
て
は
、「

７
．
交
通
容
量
の
算
定
方
法
」
を
参
照
の
こ
と
。

 

 （
2
9）

平
成

2
7
年
度
交
通
量
調
査
単
位
区
間
番
号
・
自
動
車
類
交
通
量

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間

の
調
査
単
位
区
間
番
号
、

1
2
時
間
自
動
車
類
交
通
量
と

2
4
時
間
自
動
車
類
交
通
量
。

 

 （
3
0）

旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
番
号

 

旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
番
号
は
、
交
通
調
査
基
本
区
間
を
集
約
し
て
設
定
し
た
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
の
そ
れ
ぞ

れ
に
付
し
た

5
桁
の
番
号
で
、
都
（
区
部
及
び
市
郡
部
ご
と
）
府
県
、
北
海
道
振
興
局
、
指
定
市
ご
と
に
、
道
路
種
別
に

よ
り
下
記
の
番
号
か
ら
始
ま
る
番
号
と
し
た
。

 


 
高
速
自
動
車
国
道

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 0

0
0

1
0
 
～

 


 
都
市
高
速
道
路

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 0
5

0
1

0
 
～

 


 
一
般
国
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

 1
0

0
1

0
 
～

 


 
主
要
地
方
道
（
指
定
市
の
主
要
市
道
を
含
む
）

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 4

0
0

1
0
 
～

 


 
一
般
都
道
府
県
道

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 6

0
0

1
0
 
～

 


 
指
定
市
の
一
般
市
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 8

0
0

1
0
 
～

 

 



 
(1

2
) 

（
3
1）

旅
行
速
度
計
測
・
非
計
測
の
別

 

旅
行
速
度
の
計
測
を
行
っ
た
区
間
（

E
T

C
2
.0

プ
ロ
ー
ブ
情
報
に
よ
る
調
査
と
し
た
区
間
を
含
む
）
と
計
測
を
行
っ
て

い
な
い
区
間
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

旅
行
速
度
計
測
・
非
計
測
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

計
測

 
1

 

非
計
測
（
共
通
）

 
2

 

非
計
測
（

H
2

7
調
査
値
）

 
3

 

デ
ー
タ
な
し

 
空
白

 

※
 旅

行
速
度
非
計
測
区
間
の
「
共
通
」
及
び
「

H
27

調
査
値
」
に
つ
い
て
は
「

(
32
)
旅
行
速
度
」
の
説
明
を
参
照
。
 

 （
3
2）

旅
行
速
度
（

km
/
h）

 

日
常
業
務
等
を
兼
ね
た
計
測
お
よ
び
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
で
計
測
し
た
旅
行
速
度
は
、
当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成

す
る
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
の
朝
夕
（
混
雑
時
：
午
前

7
時
～
午
前

9
時
、
午
後

5
時
～
午
後

7
時
）・

昼
間
（
非
混

雑
時
：
午
前

9
時
～
午
後

5
時
）
別
、
上
り
・
下
り
別
の
走
行
所
要
時
間
（
信
号
や
渋
滞
等
に
よ
る
停
止
時
間
を
含
む
）

で
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
延
長
を
除
し
て
算
出
し
た
速
度
。
 

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
に
よ
る
旅
行
速
度
は
、
交
通
調
査
基
本
区
間
単
位
の
朝
夕
（
混
雑
時
：
午
前

7
時
～
午
前

9

時
、
午
後

5
時
～
午
後

7
時
）・

昼
間
（
非
混
雑
時
：
午
前

9
時
～
午
後

5
時
）
別
、
上
り
・
下
り
別
、
車
種
（
小
型
車
・

大
型
車
・
合
計
）
別
の
平
均
旅
行
時
間
（
但
し
、
朝
夕
（
混
雑
時
）
は
朝
（
午
前

7
時
台
～
午
前

8
時
台
）
ま
た
は
夕
方

（
午
後

5
時
台
～
午
後

6
時
台
）
の
う
ち
長
い
方
の
平
均
旅
行
時
間
（
速
度
と
し
て
は
遅
く
な
る
））

で
交
通
調
査
基
本

区
間
延
長
を
除
し
て
算
出
し
た
速
度
。
な
お
、
合
計
の
平
均
旅
行
時
間
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
車

種
別
の
旅
行
時
間
を
車
種
構
成
比
で
加
重
平
均
し
、
交
通
量
デ
ー
タ
が
な
い
場
合
は
車
種
区
分
せ
ず
に
旅
行
時
間
を
単
純

平
均
し
て
算
出
し
た
。

 

上
下
方
向
別
、
朝
夕
（
混
雑
時
）
・
昼
間
（
非
混
雑
時
）
別
の
い
ず
れ
か
の
区
分
で
旅
行
速
度
デ
ー
タ
が
取
得
で
き

な
か
っ
た
場
合
又
は
計
測
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
（
※
）
に
つ
い
て
は
、
同
一
区
間
の
反
対
方
向
や
他
の
時
間
帯
区
分

も
し
く
は
前
後
区
間
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ
で
補
完
す
る
こ
と
と
し
、
欠
落
部
分
に
補
完
す
る
旅
行
速
度
デ
ー
タ
は
、
以

下
の
中
か
ら
、
交
通
状
況
を
勘
案
し
て
選
定
し
た
。
 

①
 
同
一
時
間
帯
区
分
で
反
対
方
向
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ

 

②
 
他
の
時
間
帯
区
分
で
同
一
方
向
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ

 

③
 
他
の
時
間
帯
区
分
で
反
対
方
向
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ

 

④
 
同
一
時
間
帯
区
分
で
同
一
枝
路
線
内
の
前
の
区
間
の
同
一
方
向
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ

 

⑤
 
同
一
時
間
帯
区
分
で
同
一
枝
路
線
内
の
次
の
区
間
の
同
一
方
向
の
旅
行
速
度
デ
ー
タ

 

 

※
計
測
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
：
上
下
線
で
旅
行
速
度
が
大
き
く
異
な
ら
ず
、
上
下
線
共
通
の
調
査
と
し
て
ど
ち
ら
か
１

方
向
の
み
を
計
測
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
朝
夕
の
混
雑
が
見
ら
れ
ず
、
朝
夕
（
混
雑
時
）
と
昼
間
（
非
混
雑
時
）
の
共

通
の
調
査
と
し
て
昼
間

12
 
時
間
（
午
前

7
時
～
午
後

7
時
）
の
任
意
の
時
間
帯
に
計
測
し
た
場
合
（
計
測
時
間
帯
及
び

計
測
方
向
に
つ
い
て
は
、
「
４
．
調
査
方
法
」
（

3）
②
の
説
明
を
参
照
。
）

 

 

上
記
に
よ
り
旅
行
速
度
デ
ー
タ
を
補
完
し
た
区
分
に
つ
い
て
は
、
旅
行
速
度
計
測
・
非
計
測
の
別
を
「

2
：
非
計
測

（
共
通
）
」
と
し
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
区
分
に
お
い
て
も
旅
行
速
度
を
取
得
し
て
い
な
い
区
間
で
は
、
当
該
交
通
調

査
基
本
区
間
に
対
応
す
る
平
成

2
7
年
度
の
同
一
時
間
帯
区
分
で
同
一
方
向
の
旅
行
速
度
で
補
完
す
る
こ
と
と
し
、
旅
行

速
度
計
測
・
非
計
測
の
別
を
「

3
：
非
計
測
（

H
2

7
調
査
値
）
」
と
し
た
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l版
で
は
上

記
の
補
完
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 （
3
3）

取
得
件
数

 

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情
報
に
よ
る
調
査
と
し
た
区
間
に
つ
い
て
、
旅
行
速
度
の
算
出
に
用
い
た

E
T

C
2

.0
プ
ロ
ー
ブ
情

報
の
件
数
。

 

 （
3
4）

昼
間

1
2
時
間
平
均
旅
行
速
度
（

k
m/
h
）

 

交
通
調
査
基
本
区
間
を
通
過
す
る
自
動
車
類
の
昼
間

1
2
時
間
の
平
均
速
度
。

 












時
間

昼
間

時
間

昼
間

時
間
帯
別
旅
行
速
度

時
間
帯
別
交
通
量

時
間
帯
別
交
通
量

時
間
平
均
旅
行
速
度

昼
間

1
2

1
2

1
2

 

時
間
帯
別
旅
行
速
度
は
、
午
前

7
時
台
～
午
前

8
時
台
、
午
後

5
時
台
～
午
後

6
時
台
は
朝
夕
旅
行
速
度
（
混
雑
時
旅

行
速
度
）
、
午
前

9
時
台
～
午
後

4
時
台
は
昼
間
旅
行
速
度
（
非
混
雑
時
旅
行
速
度
）
を
用
い
た
。

 

な
お
、
交
通
量
が
取
得
で
き
て
い
な
い
区
間
で
は
、
時
間
帯
別
交
通
量
は
考
慮
せ
ず
、
各
時
間
帯
別
旅
行
速
度
（
午
前

7
時
台
～
午
前

8
時
台
、
午
後

5
時
台
～
午
後

6
時
台
は
朝
夕
旅
行
速
度
（
混
雑
時
旅
行
速
度
）、

午
前

9
時
台
～
午
後

4
時
台
は
昼
間
旅
行
速
度
（
非
混
雑
時
旅
行
速
度
）
）
の
調
和
平
均
と
し
た
。

 

昼
間

1
2
時
間
平
均
旅
行
速
度

=
1
2

4
×
(1
/朝

夕
旅
行
速
度
)
+
8
×
(1
/昼

間
旅
行
速
度
) 

 （
3
5）

平
成

2
7
年
度
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
番
号
・
旅
行
速
度
（
k
m/
h）

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
で
構
成
す
る
旅
行
速
度
調
査
単
位
区
間
に
対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間

の
調
査
単
位
区
間
番
号
、
混
雑
時
・
昼
間
非
混
雑
時
別
、
上
り
・
下
り
別
旅
行
速
度
を
表
示
し
た
。

 

 
※
上
記
の
「
混
雑
時
」、
「
昼
間
非
混
雑
時
」
は
、
令
和

3
年
度
の
「
朝
夕
（
混
雑
時
）」
、「

昼
間
（
非
混
雑
時
）」

と
そ
れ

ぞ
れ
同
じ
定
義
と
な
っ
て
い
る
。

 

 （
3
6）

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
番
号

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
番
号
は
、
交
通
調
査
基
本
区
間
を
集
約
し
て
設
定
し
た
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
そ
れ
ぞ

れ
に
付
し
た

5
桁
の
番
号
で
、
都
（
区
部
及
び
市
郡
部
ご
と
）
府
県
、
北
海
道
振
興
局
、
指
定
市
ご
と
に
、
道
路
種
別
に

よ
り
下
記
の
番
号
か
ら
始
ま
る
番
号
と
し
た
。

 


 
高
速
自
動
車
国
道

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
 0

0
0

1
0
 
～

 


 
都
市
高
速
道
路

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 0
5

0
1

0
 
～

 



 
(1

3
) 


 
一
般
国
道

 .
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

 1
0

0
1

0
 
～

 


 
主
要
地
方
道
（
指
定
市
の
主
要
市
道
を
含
む
）

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
4

0
0

1
0
 
～

 


 
一
般
都
道
府
県
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
6

0
0

1
0
 
～

 


 
指
定
市
の
一
般
市
道

 ..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

..
..

. 
8

0
0

1
0
 
～

 

 （
3
7）

改
良
済
み
区
間
延
長
率
（

%）
 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
規
格
改
良
済
み
区
間
及
び

5
.5

m
以
上

改
良
済
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

規
格
改
良
済
み
区
間
と
は
、
道
路
構
造
令
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

 

1
0

0



延
長

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間

改
良
済
み
区
間
延
長

改
良
済
み
区
間
延
長
率

（
%
）

 

 （
3
8）

幅
員
構
成
（

m）
 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
代
表
断
面
に
お
け
る
道
路
横
断
面
の
各
構
成

要
素
の
幅
員
。

 

 

①
 
道
路
部
幅
員

 

車
道
、
中
央
帯
、
路
肩
、
植
樹
帯
及
び
歩
道
等
を
合
計
し
た
幅
員
。

 

副
道
ま
た
は
側
道
を
有
す
る
道
路
の
場
合
、
副
道
ま
た
は
側
道
の
管
理
者
が
同
一
で
あ
れ
ば
道
路
部
幅
員
に
含
め
た
。 

②
 
車
道
部
幅
員

 

車
線
、
停
車
帯
、
路
肩
及
び
中
央
帯
の
幅
員
を
合
計
し
た
幅
員
。

 

③
 
車
道
幅
員

 

車
道
（
も
っ
ぱ
ら
車
両
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
道
路
の
部
分
で
あ
り
、
車
線
、
停
車
帯
等
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
の
合
計
で
あ
り
、
中
央
帯
及
び
路
肩
の
幅
員
は
含
ま
な
い
。

 

④
 
中
央
帯
幅
員

 

道
路
構
造
令
第

2
条
第

1
0
号
に
定
め
る
中
央
帯
の
幅
員
。

 

⑤
 
歩
道
幅
員

 

道
路
構
造
令
第

2
条
第

1
号
に
定
め
る
歩
道
及
び
同
第

2
条
第

3
号
に
定
め
る
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
。

 

⑥
 
自
転
車
道
幅
員

 

道
路
構
造
令
第

2
条
第

2
号
に
定
め
る
自
転
車
道
の
幅
員
。

 

⑦
 
停
車
帯
等
幅
員

 

路
側
に
設
け
ら
れ
た
停
車
帯
（
道
路
構
造
令
第

2
条
第

1
4
号
）
又
は
旧
道
路
構
造
令
の
緩
速
車
道
等
（
自
転
車
レ

ー
ン
（
道
路
交
通
法
第

2
0
条
第

2
項
）
を
含
む
）
の
幅
員
。

 

                   （
3
9）

車
線
数

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
代
表
断
面
に
お
け
る
車
線
数
。

 

車
線
数
は
、
上
下
線
合
計
（
一
方
通
行
区
間
の
場
合
を
除
く
）
と
し
た
。

 

ま
た
、
道
路
構
造
令
第

2
条
第

7
号
の
登
坂
車
線
、
同
第

2
条
第

6
号
に
い
う
付
加
追
越
車
線
、
同
第

2
条

8
号
の
屈

折
車
線
、
同
第

2
条
第

9
号
の
変
速
車
線
及
び
同
第

2
条
第

1
4
号
の
停
車
帯
、
及
び
ゆ
ず
り
車
線
は
車
線
数
に
は
含
め

て
い
な
い
。

 

い
わ
ゆ
る
「

1
車
線
道
路
」
は
道
路
構
造
令
第

5
条

1
項
た
だ
し
書
き
に
よ
っ
て
、
車
線
に
よ
り
構
成
さ
れ
な
い
車
道

を
持
つ
道
路
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
車
線
数
＝

1
と
し
た
。「

1
車
線
道
路
」

 
は
車
道
幅
員
が

5
.5

m
未
満
の
場
合
と
し

た
。

 

 

自
転

車
 

歩
行
者
道

 
車

 
線

 
車

 
線

 
植
樹
帯

 
自
転
車
道

 
歩
道

 

停
車
帯
・
自
転
車

 

レ
ー
ン
等

 

街
渠

 

路 肩  

車
 
道

 
部

 

車
 
道

 

（
a
）
2
車
線
の
場
合
の
例

 

道
 
路

 
部

 

車
 
道

 
部

 

車
 
道

 
車
 
道

 
路
肩

 
中
央
帯

 

分
離
帯

 
車
線

 
車
線

 
車
線

 
車
線

 

路 肩  

植
樹
帯

 
副
道

 

自
転

車
 

歩
行
者
道

 

側
帯

 
側
帯

 
側
帯

 
路
肩

 
路
肩

 

環
境
施
設
帯

 

（
b
）
4
車
線
の
場
合
の
例

 

道
 
路

 
部

 



 
(1

4
) 

（
4
0）

交
通
安
全
施
設
等

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
交
通
安
全
施
設
等
の
設
置
延
長
割
合

及
び
代
表
幅
員
。

 

1
0

0



延
長

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間

長
交
通
安
全
施
等
設
設
置
延

長
率

交
通
安
全
施
設
等
設
置
延

（
%
）

 

 

①
 
歩
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
道
路
構
造
令
第

2
条
第

1
号
に
定
め
る
歩
道
（
道
路
構
造
令
第

2
条
第

3
号

に
定
め
る
自
転
車
歩
行
者
道
を
含
む
）
が
道
路
の
片
側
ま
た
は
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

②
 
自
転
車
歩
行
者
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
道
路
構
造
令
第

2
条
第

3
号
に
定
め
る
自
転
車
歩
行
者
道
が
道
路
の
片
側
ま

た
は
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

③
 
自
転
車
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
道
路
構
造
令
第

2
条
第

2
号
に
定
め
る
自
転
車
道
が
道
路
の
片
側
ま
た
は
両

側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

④
 
自
転
車
レ
ー
ン
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
道
路
交
通
法
第

2
0
条
第

2
項
に
基
づ
く
普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
又
は
道

路
構
造
令
第

9
条
の

2
に
定
め
る
自
転
車
通
行
帯
で
自
転
車
専
用
に
規
制
さ
れ
た
も
の
（
自
転
車
レ
ー
ン
）
が
道
路
の

片
側
ま
た
は
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

⑤
 
両
側
歩
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
歩
道
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
含
む
）
が
道
路
の
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区

間
の
延
長
の
割
合
。

 

⑥
 
両
側
自
転
車
歩
行
者
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
歩
行
者
道
が
道
路
の
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。 

⑦
 
両
側
自
転
車
道
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
道
が
道
路
の
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。

 

⑧
 
両
側
自
転
車
レ
ー
ン
設
置
延
長
率
（

%
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
自
転
車
レ
ー
ン
が
道
路
の
両
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
区
間
の
延
長
の
割
合
。 

⑨
 
歩
道
代
表
幅
員
（

m
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
歩
道
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
含
む
）
の
代
表
幅
員
。

 

⑩
 
自
転
車
道
代
表
幅
員
（

m
）

 

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
道
の
代
表
幅
員
。

 

 

              （
4
1）

バ
ス
路
線

 

①
 
バ
ス
路
線
延
長
率
（

%
）

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
バ
ス
の
運
行
区
間
の
延
長
の
割
合
。

バ
ス
路
線
と
は
、
道
路
運
送
法
第

4
条
の
許
可
を
受
け
た
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
路
線
の
こ
と
を
い
う
。

 

1
0

0



延
長

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間

バ
ス
路
線
延
長

バ
ス
路
線
延
長
率

（
%
）

 

 

②
 
バ
ス
優
先
・
専
用
レ
ー
ン
の
有
無

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
代
表
断
面
に
お
け
る
バ
ス
優
先
・
専
用
レ
ー

ン
の
有
無
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

バ
ス
優
先
・
専
用
レ
ー
ン
の
有
無

 
コ
ー
ド
番
号

 

バ
ス
優
先
レ
ー
ン
あ
り

 
1

 

バ
ス
専
用
レ
ー
ン
あ
り

 
2

 

バ
ス
優
先
・
専
用
レ
ー
ン
な
し

 
3

 

 

バ
ス
優
先
レ
ー
ン
と
は
、
道
路
交
通
法
第

2
0
条
の

2
に
定
め
る
「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
」
を
い
い
、
規
制
標

識
「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
」（

3
2

7
の

5
）
又
は
規
制
標
示
（

1
0

9
の

7
）
が
設
置
し
て
あ
る
も
の
を
い
う
。

 

バ
ス
専
用
レ
ー
ン
と
は
、
道
路
交
通
法
第

2
0
条
第

2
項
に
よ
り
、
規
制
標
識
（

3
2

7
の

4
）
又
は
規
制
標
示
（

1
0

9

の
6
）
を
設
置
し
た
バ
ス
（
路
線
バ
ス
に
限
ら
な
い
）
の
専
用
通
行
帯
を
い
う
。

 

 

L
1
 

L
2
 

L
4
 

L
3
 

L
5
 

L
6
 

：
交
通
安
全
施
設
設
置
箇
所

 

道
路

状
況

調
査

単
位

区
間

（
L
）

 
（
設
置
延
長
計
算
例
）

 

設
置
延
長

 
 

=
L

1
+

 L
3
+

 L
4
+

 L
5
 

両
側
設
置
延
長

=
L

2
+

 L
6
 



 
(1

5
) 

（
4
2）

交
差
点
密
度
（
箇
所

/
k
m）

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
信
号
あ
り
・
信
号
な
し
別
の

1
k

m
あ

た
り
の
交
差
点
箇
所
数
。

 

延
長

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間

交
差
点
箇
所
数

交
差
点
密
度


（
箇
所

/k
m
）

 

 

信
号
交
差
点
に
は
、
信
号
機
（
押
ボ
タ
ン
式
を
含
む
）
の
あ
る
横
断
歩
道
、
交
差
道
路
が
道
路
法
上
の
道
路
で
な
い
場

合
も
数
え
て
い
る
。
ま
た
、
立
体
交
差
点
の
箇
所
は
本
線
上
に
信
号
機
が
な
い
か
ぎ
り
数
え
て
い
な
い
。

 

信
号
の
な
い
交
差
点
に
は
、
交
差
道
路
が
道
路
法
上
の
道
路
で
な
い
場
合
も
数
え
て
い
る
（
沿
道
家
屋
等
か
ら
の
取
付

道
路
の
よ
う
な
「
交
差
点
」
と
考
え
ら
れ
な
い
も
の
は
除
く
）
。
ま
た
、
立
体
交
差
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
除
い
た
。
 

 （
4
3）

代
表
信
号
交
差
点

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
が
、

3
車
線
以
上
ま
た
は
一
方
通
行
区
間
の

2
車

線
以
上
で
信
号
交
差
点
が
あ
る
場
合
に
代
表
交
差
点
の
調
査
を
行
っ
た
。

 

代
表
信
号
交
差
点
は
平
面
交
差
点
で
か
つ
交
通
容
量
に
最
も
影
響
の
大
き
い
交
差
点
（
例
え
ば
、
調
査
道
路
の
青
時
間

比
が
小
さ
い
交
差
点
、
交
差
道
路
の
交
通
量
が
多
い
交
差
点
）
と
し
た
。

 

 

①
 
青
時
間
比
（

%
）

 

代
表
交
差
点
に
お
け
る
信
号
サ
イ
ク
ル
長
に
対
す
る
青
時
間
の
割
合
。

 

な
お
、
信
号
現
示
が
時
刻
に
よ
り
異
な
る
場
合
は
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
お
け
る
値
と
し
た
。

 

1
0

0



信
号
サ
イ
ク
ル
長

青
時
間

青
時
間
比

（
%
）

 

 

②
 
右
折
専
用
車
線
の
有
無
等

 

代
表
交
差
点
に
お
け
る
右
折
専
用
車
線
の
有
無
等
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

上
り
側
、
下
り
側
の
一
方
に
だ
け
右
折
専
用
車
線
が
あ
る
場
合
又
は
一
方
だ
け
が
右
折
禁
止
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

ピ
ー
ク
時
間
帯
の
重
方
向
に
お
け
る
右
折
専
用
車
線
又
は
右
折
禁
止
の
有
無
を
調
査
し
た
。

 

 

右
折
専
用
車
線
等
の
有
無
等

 
コ
ー
ド
番
号

 

右
折
専
用
車
線
あ
り

 
1

 

右
折
専
用
車
線
な
し

 
2

 

右
折
禁
止

 
3

 

調
査
路
線
が
右
折

 
4

 

 

（
4
4）

鉄
道
と
の
平
面
交
差
箇
所
の
有
無

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
鉄
道
と
の
平
面
交
差
（
踏
切
）
箇
所
の

有
無
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

な
お
、
遮
断
機
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
面
交
差
（
踏
切
）
す
る
箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
交
差
箇
所
あ
り
と
し
た
。 

 

鉄
道
平
面
交
差
箇
所
の
有
無

 
コ
ー
ド
番
号

 

平
面
交
差
箇
所
あ
り

 
1

 

平
面
交
差
箇
所
な
し

 
2

 

 （
4
5）

指
定
最
高
速
度
（

k
m/
h）

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
い
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
表
示
さ
れ
て
い

る
最
高
速
度
。

 

な
お
、
最
高
速
度
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
最
高
速
度
と
し
た
。 

 （
4
6）

付
加
車
線
及
び
登
坂
車
線
設
置
箇
所
の
有
無

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
付
加
車
線
及
び
登
坂
車
線
設
置
箇
所

の
有
無
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

付
加
車
線
及
び
登
坂
車
線
設
置
箇
所
の
有
無

 
コ
ー
ド
番
号

 

設
置
あ
り

 
1

 

設
置
な
し

 
2

 

 （
4
7）

代
表
沿
道
状
況

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
代
表
沿
道
状
況
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。
代

表
沿
道
状
況
は
、
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
内
で
概
ね
最
も
延
長
が
長
い
沿
道
状
況
区
分
と
し
た
。

 

 

沿
道
状
況
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

人
口
集
中
地
区
か
つ
商
業
地
域

 
1

 

人
口
集
中
地
区
（
商
業
地
域
を
除
く
）

 
2

 

そ
の
他
市
街
部

 
3

 

平
地
部

 
4

 

山
地
部

 
5

 

 

「
人
口
集
中
地
区
（

D
ID

）
」
と
は
、「

市
区
町
村
の
区
域
内
で
人
口
密
度
の
高
い
（
約

4
,0

0
0
人

/k
m

2
以
上
）
調
査
区

が
た
が
い
に
隣
接
し
て
、
そ
の
人
口
が

5
,0

0
0
人
以
上
の
地
域
」
を
い
う
。
人
口
集
中
地
区
は
、
平
成

2
7
年
国
勢
調
査

に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
区
域
と
し
て
、「

平
成

2
7
年
国
勢
調
査
報
告
別
巻
我
が
国
の
人
口
集
中
地
区
（
総
務
省
統
計
局
）」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 

「
商
業
地
域
」
と
は
、
都
市
計
画
で
沿
道
の
用
途
が
商
業
地
域
又
は
近
隣
商
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
状
況
を
い
う
。



 
(1

6
) 

他
の
用
途
又
は
用
途
指
定
が
な
い
場
合
に
は
該
当
し
な
い
。

 

「
そ
の
他
市
街
部
」
と
は
、
人
口
集
中
地
区
に
含
ま
れ
な
い
が
調
査
路
線
の
道
路
の
両
側
に
人
家
が
連
担
し
て
い
て
、

車
両
の
運
転
手
か
ら
見
て
市
街
部
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
い
う
。

 

「
平
地
部
」
と
は
、
人
家
が
連
担
し
て
い
な
い
地
域
で
、
一
般
的
に
平
野
、
低
地
、
盆
地
な
ど
道
路
の
縦
断
の
こ
う
配

が
ゆ
る
や
か
な
地
域
を
い
う
。

 

「
山
地
部
」
と
は
、
山
地
、
丘
陵
及
び
山
麓
等
を
い
い
、
一
般
に
道
路
の
横
断
勾
配
や
線
形
が
よ
く
な
い
場
合
が
多
い
。

 

 （
4
8）

中
央
分
離
帯

 

①
 
種
類

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
中
央
分
離
帯
の
種
類
を
次
の
区
分

で
分
類
し
た
。

 

 

上
下
線
を
分
離
し
て
い
る
構
造
等

 
コ
ー
ド
番
号

 

物
理
的
分
離

 
高
架
道
路
等
の
橋
脚
、
地
形
要
因
に
よ
る
分
離

 
1

 

剛
性
防
護
柵

 
2

 

た
わ
み
性
防
護
柵

 
3

 

そ
の
他
の
柵

 
4

 

植
樹
施
設
、
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ

 
5

 

簡
易
な
分
離

 
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
、
チ
ャ
ッ
タ
ー
バ
ー
等

 
6

 

構
造
物
な
し

 
マ
ー
キ
ン
グ

 
7

 

中
央
分
離
帯
な
し

 
8

 

 

②
 
設
置
状
況

 

中
央
分
離
帯
の
種
類
が
物
理
的
分
離
（
コ
ー
ド
番
号
：

1～
5）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
間
に
お
い
て
、
中
央
分

離
帯
の
設
置
状
況
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

中
央
分
離
帯
の
設
置
状
況
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

区
間
全
体
に
設
置

 
1

 

一
部
区
間
に
設
置
（
区
間
の
概
ね

3
分
の

2
以
上
） 

2
 

あ
ま
り
設
置
さ
れ
て
い
な
い

 
3

 

 

（
4
9）

軌
道
の
有
無

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
車
道
部
に
お
け
る
軌
道
の
有
無
に
つ
い
て
次

の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

軌
道
の
有
無

 
コ
ー
ド
番
号

 

軌
道
あ
り

 

軌
道
敷
内
通
行
可

 
1

 

軌
道
敷
内
一
部
通
行
可

 
2

 

軌
道
敷
内
通
行
不
可

 
3

 

軌
道
な
し

 
4

 

 （
5
0）

自
転
車
通
行
可
能
区
分

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
自
転
車
通
行
可
能
な
歩
道
又
は
自
転

車
道
の
有
無
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

自
転
車
通
行
可
能
と
は
、
道
路
交
通
法
第

6
3
条
の

4
第

1
項
第

1
号
の
道
路
標
識
に
よ
り
普
通
自
転
車
が
通
行
可
能

な
歩
道
を
い
う
。

 

 

自
転
車
通
行
可
能
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

全
区
間
通
行
可

 
1

 

一
部
通
行
可

 
又
は

 
通
行
可
能
な
歩
道
な
し

 
2

 

 （
5
1）

異
常
気
象
時
等
通
行
規
制
区
分

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
異
常
気
象
時
等
通
行
規
制
お
よ
び
冬

期
通
行
規
制
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

異
常
気
象
時
等
通
行
規
制

 
コ
ー
ド
番
号

 

異
常
気
象
時
等
通
行
規
制
な
し
（
冬
期
通
行
規
制
な
し
）

 
1

 

雨
量
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
規
制
な
し
）

 
2

 

雪
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
規
制
な
し
）

 
3

 

そ
の
他
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
規
制
な
し
）

 
4

 

異
常
気
象
時
等
通
行
規
制
な
し
（
冬
期
通
行
不
可
）

 
5

 

雨
量
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
不
可
）

 
6

 

雪
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
不
可
）

 
7

 

そ
の
他
規
制
あ
り
（
冬
期
通
行
不
可
）

 
8

 

 



 
(1

7
) 

（
5
2）

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
運
用
の
有
無

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
（
可
逆
車
線
）

の
運
用
の
有
無
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
の
運
用

 
コ
ー
ド
番
号

 

運
用
あ
り

 
1

 

運
用
な
し

 
2

 

 

（
例
）
全
体
が

4
車
線
で
ピ
ー
ク
時
重
方
向
を

3
車
線
と
し
て
運
用
す
る
場
合

 

        （
5
3）

ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
等
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
お
け
る
出
入
制
限
に
つ
い
て
次
の
区
分
で
分

類
し
た
。

 

 

ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

完
全
出
入
制
限

 
1

 

部
分
出
入
制
限

 
2

 

地
形
要
因
等
に
よ
り
出
入
路
な
し

 
3

 

出
入
自
由

 
4

 

 

①
完
全
出
入
制
限

 

     

 
②
部
分
出
入
制
限

 

     

 
③
地
形
要
因
等
に
よ
り
出
入
路
な
し

 

     

④
出
入
自
由

 

      （
5
4）

平
成

2
7
年
度
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
番
号

 

当
該
交
通
調
査
基
本
区
間
で
構
成
す
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
に
対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間

の
調
査
単
位
区
間
番
号
を
表
示
し
た
。

 

 

ピ
ー
ク
時
の

 

重
方
向

 
ピ
ー
ク
時
の

 

重
方
向

 

側
道
が
な
い
場
合

 
側
道
が
あ
る
場
合

 

中
央
帯
に
開
口
部
が
あ
る
場
合

 
副
道
・
緩
速
車
道
が
あ
る
場
合

 

緩
速
車
線

 

大
規
模
牧
場
等

 

大
規
模
農
場
等

 

山
 

海
 

全
て
平
面
交
差
の
場
合

 
主
要
な
交
差
点
の
み
立
体
交
差
の
場
合

 



 
(1

8
) 

６
．
時
間
帯
別
交
通
量
表
記
載
の
調
査
事
項

 

 

時
間
帯
別
交
通
量
表
に
記
載
し
た
調
査
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
時
間
帯
別
交
通
量
表
は
交
通
量
観
測
時

点
（
秋
季
）
の
結
果
で
あ
る
。

 

 （
１
）
都
道
府
県
指
定
市
コ
ー
ド

 

「
８
．
各
種
コ
ー
ド
表
」
の
（
３
）
都
道
府
県
指
定
市
コ
ー
ド
一
覧
表
を
参
照
。

 

 （
２
）
交
通
量
調
査
単
位
区
間
番
号

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（

1
6）

を
参
照
。

 

 （
３
）
道
路
種
別

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（
２
）
を
参
照
。

 

 （
４
）
路
線
番
号

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（
３
）
を
参
照
。

 

 （
５
）
令
和

3
年
度
調
査
交
通
量
観
測
・
非
観
測
の
別

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（

1
9）

を
参
照
。

 

 （
６
）
個
別
調
査
観
測
値
活
用
の
別

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（

2
0）

を
参
照
。

 

 （
７
）

1
2
時
間
・

2
4
時
間
観
測
の
別

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（

2
1）

を
参
照
。

 

 （
８
）
交
通
量
観
測
年
月
日

 

「
５
．
箇
所
別
基
本
表
記
載
の
調
査
事
項
」
の
（

2
2）

を
参
照
。

 

 （
９
）
天
候
 

交
通
量
観
測
を
行
っ
た
区
間
の
調
査
時
の
天
候
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

な
お
、
機
械
観
測
を
実
施
し
た
場
合
は
、
「
不
明
」
と
し
た
。

 

    

天
候

 
コ
ー
ド
番
号

 

晴
 

1
 

曇
 

2
 

雨
 

3
 

霧
 

4
 

雪
 

5
 

不
明

 
6

 

 （
1
0）

上
り
・
下
り
の
別

 

上
り
、
下
り
の
別
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

 

上
り
・
下
り
の
別

 
コ
ー
ド
番
号

 

上
り

 
1

 

下
り

 
2

 

 （
1
1）

車
種
区
分

 

車
種
区
分
を
次
の
区
分
で
分
類
し
た
。

 

な
お
、
小
型
車
・
大
型
車
の
車
種
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
「
４
．
調
査
方
法
」
の
（
２
）
１
）
④
を
参
照
。

 

 

車
種
区
分

 
コ
ー
ド
番
号

 

小
型
車

 
1

 

大
型
車

 
2

 

 （
1
2）

時
間
帯
別
自
動
車
類
交
通
量
（
台

/h
）
 

令
和

3
年
度
調
査
を
実
施
し
た
区
間
は
、
各
時
間
帯
に
交
通
量
観
測
地
点
を
通
過
し
た
自
動
車
類
の
台
数
。

 

交
通
量
を
観
測
し
て
い
な
い
区
間
は
、
昼
間

1
2
時
間
に
つ
い
て
、
交
通
量
調
査
単
位
区
間
に
対
応
す
る
主
た
る
平
成

2
7
年
度
調
査
単
位
区
間
の
平
成

2
7
年
度
交
通
量
と
平
成

2
7
年
度
及
び
令
和

3
年
度
と
も
に
交
通
量
を
観
測
し
た
区
間

の
交
通
量
デ
ー
タ
を
用
い
て
推
定
し
た
時
間
帯
別
交
通
量
を
記
載
。
個
別
調
査
観
測
値
活
用
区
間
は
、
当
該
区
間
交
通
量

及
び
常
時
観
測
点
の
交
通
量
デ
ー
タ
か
ら
算
定
し
た
時
間
帯
別
交
通
量
を
記
載
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で

は
推
定
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

な
お
、
推
定
は
、「

４
．
調
査
方
法
」
の
（
２
）
２
）
①
～
③
と
同
様
の
方
法
で
行
っ
た
。

 

 （
1
3）

昼
間

1
2
時
間
自
動
車
類
交
通
量
（
台

/
12
h）

 

午
前

7
時
台
～
午
後

6
時
台
ま
で
の
時
間
帯
別
交
通
量
の
合
計
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値

を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 

 

（
1
4）

2
4
時
間
自
動
車
類
交
通
量
（
台

/2
4
h
）

 

全
時
間
帯
別
交
通
量
の
合
計
。
な
お
、

P
D

F
版
あ
る
い
は

E
x
ce

l
版
で
は
推
定
値
を
斜
体
表
示
と
し
た
。

 



 
(1

9
) 

７
．
交
通
容
量
の
算
定
方
法

 

 （
１
）
交
通
容
量
の
種
類

 

                 
 

 

交
通
容
量
は
、
基
本
と
し
て
乗
用
車
換
算
の
台
数
を
用
い
る
。
交
通
容
量
の
単
位
は
、
①
、
②
及
び
③
が
台
／
時
で
、

④
が
台
／

1
2
時
間
あ
る
い
は
台
／
日
と
な
っ
て
い
る
。

 

 （
２
）
基
準
交
通
容
量
の
設
定

 

     

1
方
向

1
車
線
の
基
準
交
通
容
量
は

2
,5

0
0
台
／
時
／

2
車
線
と
す
る
。

 

な
お
、

1
方
向
道
路
と
は
区
間
全
部
が

1
方
向
で
あ
る
こ
と
。

 

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
の
基
準
交
通
容
量
は
、
片
側
車
線
を
両
方
向
車
線
と
し
て
別
個
に
設
定
す
る
。
例
え
ば
、

4
車

線
（

3
車
と

1
車
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
）
は
、

6
車
線
の

2
,2

0
0
台
／
時
と

2
車
線
の

2
,5

0
0
台
／
時
に
設
定
す
る
。

 

 

（
３
）
可
能
交
通
容
量
の
算
定

 

        

１
）

C
B

'：
車
道
幅
員
及
び
側
方
余
裕
に
よ
る
補
正
後
の
可
能
交
通
容
量

 

            

車
線
幅
員
と
側
方
余
裕
と
は
深
い
相
互
関
係
が
あ
る
た
め
、
実
用
上
は
各
々
の
影
響
を
別
個
に
考
え
ず
、
次
の
よ
う

に
し
て
車
線
幅
員
及
び
側
方
余
裕
を
決
め
る
。

 

 

①
 
車
線
幅
員
及
び
側
方
余
裕
幅
の
設
定

 

M









中
央
帯
幅
員

車
道
幅
員

車
道
部
幅
員

側
方
余
裕
幅

車
線
数

車
道
幅
員

車
線
幅
員

 

た
だ
し
、

 

    

車
道
部
幅
員
、
車
道
幅
員
、
中
央
帯
幅
員
は
代
表
断
面
に
お
け
る
幅
員
を
用
い
る
。

 

交
通
容
量
の
種
類
を
そ
の
使
途
に
よ
り
次
の
よ
う
に
区
分
す
る
。

 

 ①
 基

準
交
通
容
量

 

基
準
交
通
容
量
と
は
、
道
路
の
部
分
ご
と
に
道
路
条
件
及
び
交
通
条
件
が
基
本
的
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
に

1
時
間
に

1
つ
の
車
線
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
値
で
、
ど
の
道
路
の
交
通
容
量
を
算
定
す
る
場
合

に
も
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

 

 ②
 可

能
交
通
容
量

 

可
能
交
通
容
量
は
、
基
準
交
通
容
量
に
、
当
該
道
路
の
車
線
幅
員
、
側
方
余
裕
及
び
沿
道
条
件
の
影
響
に
よ
る

補
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

 ③
 設

計
交
通
容
量

 

設
計
交
通
容
量
は
、
可
能
交
通
容
量
に
そ
の
道
路
の
計
画
水
準
に
応
じ
補
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

 ④
 日

交
通
容
量

 

日
交
通
容
量
は
、
設
計
交
通
容
量
を
年
平
均
日
交
通
量
に
対
す
る

3
0

番
目
時
間
交
通
量
の
割
合
と
重
方
向
率

に
よ
る
換
算
を
行
っ
て
算
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

基
準
交
通
容
量
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

 

①
 2

方
向

2
車
線
道
路
の
基
準
交
通
容
量
を

2
,5

0
0
台
／
時
／

2
車
線
と
す
る
。

 

②
 多

車
線
道
路
及
び

1
方
向
道
路
の
基
準
交
通
容
量
を

2
,2

0
0
台
／
時
／
車
線
と
す
る
。

 

③
 リ

バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
と

3
車
線
道
路
は
、
片
側
車
線
ず
つ
設
定
す
る
。

 

可
能
交
通
容
量

C
の
算
定
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

C

C

B
'×

γ
I×

γ
N

 

こ
こ
に
、

C
：
可
能
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 

C
B

'：
車
道
幅
員
及
び
側
方
余
裕
に
よ
る
補
正
後
の
可
能
時
間
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 

γ
I：

沿
道
条
件
に
よ
る
補
正
率

 

γ
N
：
動
力
付
き
二
輪
車
類
及
び
自
転
車
類
に
よ
る
補
正
率

 

 
1

.5
m
（
高
速
道
路
、
都
市
高
速
道
路
）

 
α

 

1
.0

m
（
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
指
定
市
市
道
）

 
 

0
.0

m
（
中
央
帯
が
な
い
場
合
）

 
  

2
（

2
車
線
道
路
）

 
M

 

 
4
（
多
車
線
道
路
）

 

2
車
線
以
上
の
道
路
の

C
B

'は
次
の
基
本
式
か
ら
算
定
す
る
。

 

C
B

'
C

B
×
γ

L
×
γ

C
×

N
 

（
1
方
向

2
車
、
多
車
線
）

 

C
B

'
C

B
×
γ

L
×
γ

C
 

（
2
方
向

2
車
、

1
方
向

1
車
）

 

こ
こ
に
、

C
B
：
基
準
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 

γ
L
：
車
線
幅
員
に
よ
る
補
正
率

 

γ
C
：
側
方
余
裕
に
よ
る
補
正
率

 

N
：
車
線
数

 

各
々
の
補
正
率
は
、
次
式
に
よ
り
計
算
す
る
。

 

γ
L

0

.2
4
×
車
線
幅
員

0

.2
2

 

γ
C

0

.1
8

7
×
側
方
余
裕
幅

0

.8
6

 

た
だ
し
、
γ

L
 
、
γ

C
 
と
も

1
.0

0
を
超
え
る
も
の
は

1
.0

0
と
す
る
。

 

 



 
(2

0
) 

②
 
車
線
幅
員
の
余
裕
を
側
方
余
裕
幅
の
増
分
へ
還
元

 

車
線
幅
員
の
余
裕
を
側
方
余
裕
幅
の
増
分
に
還
元
す
る
の
は
、
車
線
幅
員
が

3
.5

0
m

を
超
え
た
場
合
だ
け
で
、
車
道

幅
員
の
う
ち
（

3
.5

0
m
×
車
線
数
）
を
除
い
た
残
り
を
①
の

M
で
除
し
た
も
の
を
側
方
余
裕
幅
の
増
分
と
す
る
。

 

 

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

                       

２
）
γ

I：
沿
道
条
件
に
よ
る
補
正
率

 

           

沿
道
条
件
に
よ
る
補
正
は
、
市
街
地
部
の
踏
切
の
あ
る
区
間
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の
あ
る
区
間
及
び
、
自
専
道
的
な

道
路
に
つ
い
て
も
補
正
を
行
う
。

 

自
専
道
的
な
道
路
と
は
、
山
地
部
以
外
で
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
完
全
出
入
制
限
、
地
形
要
因
等
に
よ
り
出
入

路
な
し
）
さ
れ
た
区
間
を
い
う
。
た
だ
し
、
市
街
地
部
に
お
い
て
踏
切
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

 

 バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の
有
無
は
、
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
の
代
表
断
面
に
お
い
て
判
断
す
る
。

 

な
お
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
が
な
い
区
間
の
沿
道
条
件
の
判
定
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
人
口
集
中
地
区
か
つ
商
業
地
域
」
、「

人
口
集
中
地
区
（
商
業
地
域
を
除
く
）
」、
「
そ
の
他
市

街
部
」
の
区
間
は
、
「
市
街
地
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
平
地
部
」
の
区
間
は
、「

平
地
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
山
地
部
」
の
区
間
は
、「

山
地
部
」
と
す
る
。

 

 ※
以
下
、「

人
口
集
中
地
区
か
つ
商
業
地
域
」
と
「
人
口
集
中
地
区
（
商
業
地
域
を
除
く
）」

を
併
せ
て
「

D
ID

」
と

い
う
。

 

 

車
線
幅
員
（

W
L
）

 

側
方
余
裕
幅
（

W
C
）

 の
設
定

 

W
L
＞

3
.5

0
 

S

車
道
幅
員

3

.5
0
×
車
線
数

 

W
C
←

W
C

S
M

 

γ
L
、
γ

C
の
計
算

 

C
B

'の
計
算

 

N
O

 

Y
E

S
 

 

 
2
車
線

 
多
車
線

 

自
動
車
専
用
道
路
（
自
専
道
的
な
道
路
を
含
む
）

 
1

.0
0

 
1

.0
0

 

  が な い 区 間  

バ ス 専 用 レ ー ン  

山
地
部

 
0

.9
0

 
0

.9
5

 

平
地
部

 
0

.8
5

 
0

.9
0

 

市
街
地
部

 
0

.7
0

 
0

.7
5

 

 
踏
切
あ
り

 
0

.5
5

 

バ
ス
専
用
レ
ー
ン
あ
り

 
0

.7
5

 

 



 
(2

1
) 

３
）
γ

N
：
動
力
付
き
二
輪
車
類
及
び
自
転
車
類
に
よ
る
補
正
率

 

                             

                          

二
輪
車
類
に
よ
る
補
正
率
は
、
二
輪
車
類
が
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
に
よ
り
自
動
車
類
の
交
通
に
与
え
る
影
響
を
示

す
度
合
い
で
あ
る
。

 

自
転
車
通
行
可
能
な
歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
自
転
車
は
車
道
を
走
行
し
な
い
も
の
と
考
え
補
正
の
対
象
に
加
え
な
い

こ
と
と
す
る
。

 

二
輪
車
類
に
よ
る
影
響
係
数
及
び
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
が

1
,0

0
0
台
未
満
の
区
間
の
補
正
率
は
、
平
成

1
7

年
度
一
般
交
通
量
調
査
結
果
よ
り
道
路
区
分
、
沿
道
区
分
別
の
平
均
値
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

 

 

 な
お
、
都
市
部
、
地
方
部
の
判
定
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「

D
ID

」
ま
た
は
「
そ
の
他
市
街
部
」
の
区
間
は
、「

都
市
部
」
と
す
る
。

 

動
力
付
き
二
輪
車
類
及
び
自
転
車
類
に
よ
る
補
正
率
は
、
二
輪
車
類
交
通
量
を
観
測
し
て
い
る
区
間
と
観
測
し
て

い
な
い
区
間
で
分
け
て
算
定
を
行
う
。

 

 

(
i
)
 
二
輪
車
類
交
通
量
を
観
測
し
て
い
る
区
間

 

二
輪
車
類
類
交
通
量
を
観
測
し
て
い
る
区
間
で
は
、
次
式
よ
り
二
輪
車
類
に
よ
る
補
正
率
を
計
算
す
る
。

 

b
a

p

p

N
N

T

T
N










 

こ
こ
に
、

T
p
：
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）

 

N
a
：
ピ
ー
ク
時
動
力
付
き
二
輪
車
類
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）

 

N
b
：
ピ
ー
ク
時
自
転
車
類
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）

 

α
：
動
力
付
き
二
輪
車
類
に
よ
る
影
響
係
数

 

β
：
自
転
車
に
よ
る
影
響
係
数

 

 

沿
道
条
件

 
α

 
β

 

都
市
部

 
0

.5
0

 
0

.3
3

 

地
方
部

 
0

.7
5

 
0

.5
0

 

 

た
だ
し
、
自
転
車
通
行
可
能
な
歩
道
が
あ
る
場
合
は
、
ピ
ー
ク
時
自
転
車
類
交
通
量
を

0
と
し
て
計
算
す
る
。

 

 

 

(
ⅱ

) 
二
輪
車
類
交
通
量
を
観
測
し
て
い
な
い
区
間

 

二
輪
車
類
交
通
量
を
観
測
し
て
い
な
い
区
間
で
は
、
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
を
も
と
に
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

 

 

（
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
が

1
,0

0
0
台
以
上
の
区
間
）

 

二
輪
車
類
に
よ
る
補
正
率
は
次
式
よ
り
計
算
す
る
。

 







p

p

T

T
N

 

こ
こ
に
、

T
p
：
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）

 

α
：
二
輪
車
類
に
よ
る
影
響
係
数

 

 

道
路
区
分

 
α

 

都
市
部

 
地
方
部

 

高
速
道
路

 
8

.3
 

5
.4

 

一
般
道
路

 
自
転
車
通
行
可
能
な
歩
道

 
5

0
.0

 
1

6
.3

 

自
転
車
通
行
不
可
能
な
歩
道

 
5

4
.8

 
2

2
.9

 

 

（
ピ
ー
ク
時
自
動
車
類
交
通
量
が

1
,0

0
0
台
未
満
の
区
間
）

 

二
輪
車
類
に
よ
る
補
正
率
は
、
道
路
区
分
、
沿
道
区
分
別
に
次
の
値
を
用
い
る
。

 

 

道
路
区
分

 
γ
N

 

都
市
部

 
地
方
部

 

高
速
道
路

 
0

.9
9

2
 

0
.9

9
5

 

一
般
道
路

 
自
転
車
通
行
可
能
な
歩
道

 
0

.9
5

2
 

0
.9

8
4

 

自
転
車
通
行
不
可
能
な
歩
道

 
0

.9
4

8
 

0
.9

7
8

 

 



 
(2

2
) 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
平
地
部
」
ま
た
は
「
山
地
部
」
の
区
間
は
、「

地
方
部
」
と
す
る
。

 

 

４
）
車
線
数
の
補
正

 

  

4
車
線
道
路
で
は
あ
る
が
、
車
線
幅
員
が
狭
い
た
め

4
車
線
と
し
て
機
能
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

2
車
線
と
す

る
。
た
だ
し
、
側
方
余
裕
補
正
及
び
車
線
幅
員
補
正
は
い
ず
れ
も

1
.0

と
す
る
。

 

 

５
）
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
の
可
能
交
通
容
量

 

   

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
及
び

3
車
線
の
可
能
交
通
容
量
は
、
片
側
車
線
を

1
つ
の
区
間
と
み
て
そ
れ
ぞ
れ
計
算
す

る
。
た
だ
し
、
側
方
余
裕
補
正
等
は
、
も
と
も
と
の
車
線
、
幅
員
で
補
正
を
行
な
う
。
片
側
ず
つ
の
容
量
を
足
し
て

2

で
割
っ
て
可
能
交
通
容
量
と
す
る
。

 

 

６
）

1
車
線
道
路
の
可
能
交
通
容
量

 

              

1
車
線
道
路
の
可
能
交
通
容
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

 

 

（
1
方
向

1
車
線
道
路
）

 

車
道
部
幅
員
、
車
道
幅
員
よ
り
１
）
に
従
い
、

C
B

' 
を
算
定
す
る
。

 

な
お
、
基
準
交
通
容
量
は
、

2
,5

0
0

 
台
／
時
／

2
車
線
。

 

側
方
余
裕
幅
の
計
算
は
、

M
を

2
と
す
る
。

 

 

（
2
方
向

1
車
線
道
路
）

 

2
方
向

1
車
線
道
路
の
可
能
交
通
容
量
は
、「

道
路
の
交
通
容
量
（
日
本
道
路
協
会
）
」
に
よ
る
。
こ
の
値
は
、
沿

道
条
件
及
び
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
補
正
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
、
信
号
交
差

点
に
よ
る
補
正
は

2
車
線
の
場
合
に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

 （
４
）
設
計
交
通
容
量
の
算
定

 

         

可
能
交
通
容
量
は
、
現
実
の
道
路
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
最
大
の
交
通
量
で
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
の
交
通
量
に
お
い
て

は
車
頭
間
隔
が
短
く
、
頻
繁
な
停
止
や
極
端
な
遅
れ
を
伴
っ
て
、
速
度
は
設
計
速
度
の

1
/2

程
度
以
下
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
状
態
の
交
通
量
が
、

3
0
番
目
時
間
交
通
量
時
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
道
路
が
も
つ
べ
き
サ
ー
ビ
ス
水
準
と
し
て

は
不
適
当
で
あ
る
。

 

現
実
の
道
路
の
「
区
間
」
の
交
通
容
量
を
考
え
る
と
き
は
、
一
般
道
路
に
お
い
て
は
、
交
差
点
（
特
に
信
号
交
差
点
）

の
影
響
の
問
題
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

 

１
）

S
：
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
よ
る
補
正
率

 

           

4
車
線
道
路
で
車
線
幅
員
が

2
.5

m
以
下
の
道
路
は
、
車
線
数
を

2
と
す
る
。

 

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
及
び

3
車
線
道
路
は
、
片
側
ず
つ
計
算
し
そ
れ
ら
の
単
純
平
均
し
た
も
の
を
可
能
交
通
容

量
と
す
る
。

 

1
車
線
道
路
の
可
能
交
通
容
量
は
、
方
向
別
に
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

(
i
)
 
1
方
向

1
車
線
道
路

 

車
道
部
幅
員
、
車
道
幅
員
よ
り
１
）
に
従
い
、

C
B

'を
算
定
す
る
。

 

た
だ
し
、

M
を

2
と
し
て
、
側
方
余
裕
幅
を
計
算
す
る
。

 

 

(
i
i
) 

2
方
向

1
車
線
道
路

 

車
道
幅
員
別
に
次
の
値
と
す
る
。

 





5

0
5.

3
5.

3
5.

5

6
0

0





W
 

（
3

.5
m
＜

W
≦

5
.5

m
）

 

5
0

 
（

W
≦

3
.5

m
）

 

W
：
車
道
幅
員

 

 

設
計
交
通
容
量
は
、
可
能
交
通
容
量
に
そ
の
道
路
の
交
通
量
・
交
通
容
量
比
（

Q
/C
）
を
乗
じ
、
さ
ら
に
当
該
区
間

の
信
号
交
差
点
等
に
よ
り
適
宜
補
正
し
て
求
め
る
も
の
と
す
る
。

 

設
計
交
通
容
量

C
D
の
算
定
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

C
D

C
×

S
×
γ

J
 

 
こ
こ
に
、

 

 
C

D
：
設
計
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 
C
：
可
能
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 

 
S
：
サ
ー
ビ
ス
水
準

 
γ

J
：
信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率

 

設
計
交
通
容
量
は
、
可
能
交
通
容
量
に
そ
の
道
路
の
交
通
量
・
交
通
容
量
比
（

Q
/C
）
を
乗
じ
て
求
め
る
も
の
と
す

る
。
交
通
量
・
交
通
容
量
比
は
、
沿
道
状
況
に
応
じ
、
以
下
の
表
の
計
画
水
準

2
の
値
で
低
減
さ
せ
る
。

 

 

計
画
水
準

 
低
減
率
（
交
通
量
・
交
通
容
量
比
）

 

地
方
部

 
都
市
部

 

1
 

0
.7

5
 

0
.8

0
 

2
 

0
.8

5
 

0
.9

0
 

3
 

1
.0

0
 

1
.0

0
 

 



 
(2

3
) 

道
路
を
計
画
・
設
計
す
る
場
合
に
、
そ
の
道
路
が
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
程
度
の
こ
と
を
計
画
水
準
と
い
う
。

計
画
水
準
は
、
各
々
の
道
路
の
性
格
等
に
応
じ
て

3
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
て
設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
各
ラ
ン
ク

の
計
画
水
準
ご
と
に
、
可
能
交
通
容
量
か
ら
設
計
交
通
容
量
を
算
出
す
る
た
め
の
低
減
率
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

 

こ
こ
で
は
、
計
画
水
準

2
の
低
減
率
を
用
い
る
。

 

 

計
画
水
準

1
：
計
画
目
標
年
次
に
お
い
て
、
予
想
さ
れ
る
年
間
最
大
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
が
、
可
能
交
通
容
量
を
突

破
す
る
こ
と
は
な
い
。
年
間

3
0
番
目
時
間
交
通
量
が
流
れ
る
状
態
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
速
度

（
速
度
の
自
由
な
選
択
は
出
来
な
い
）
で
の
定
常
的
走
行
が
可
能
で
あ
る
。

 

計
画
水
準

2
：
計
画
目
標
年
次
に
お
い
て
、
年
間

1
0
時
間
程
度
は
予
想
さ
れ
る
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
が
可
能
交
通

容
量
を
突
破
し
て
大
き
な
交
通
渋
滞
を
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
年
間

3
0
番
目
時
間
交
通
量
が
流
れ

る
状
態
に
お
い
て
は
、
一
定
速
度
の
走
行
は
難
し
く
な
り
、
速
度
の
変
動
が
現
れ
る
。

 

計
画
水
準

3
：
計
画
目
標
年
次
に
お
い
て
、
年
間

3
0
時
間
程
度
は
予
想
さ
れ
る
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
が
可
能
交
通

容
量
を
突
破
し
て
大
き
な
交
通
渋
滞
を
発
生
す
る
。
年
間

3
0
番
目
時
間
交
通
量
が
流
れ
る
状
態
に
お

い
て
は
、
走
行
速
度
は
常
に
変
動
し
、
停
止
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

 

 

な
お
、
都
市
部
、
地
方
部
の
判
定
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「

D
ID

」
ま
た
は
「
そ
の
他
市
街
部
」
の
区
間
は
、「

都
市
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
平
地
部
」
ま
た
は
「
山
地
部
」
の
区
間
は
、「

地
方
部
」
と
す
る
。

 

                  

２
）
γ

J
：
信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率

 

                    

信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率
は
、

2
車
線
道
路
、

4
車
線
以
上
の
道
路
別
に
行
う
。

 

 

(
i
)
 
2
車
線
道
路

 

信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率
は
、
信
号
交
差
点
密
度

D
'よ

り
次
式
を
用
い
求
め
る
。

 

 
1

.0

0

.0
5

D
' 

（
0
≦

D
'＜

4
）

 

γ
J

 

 
0

.8
 

（
4
≦

D
'）

 

こ
こ
に
、

 

延
長

道
路
状
況
調
査
単
位
区
間

信
号
交
差
点
数




D
 

（
箇
所
／

k
m
）

 

 

た
だ
し
、
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
延
長
が

0
.0

k
m
（

5
0

m
未
満
）
の
場
合
は
、
信
号
交
差
点
数
よ
り
以
下
の

と
お
り
設
定
す
る
。

 

 
1

.0
 

（
信
号
交
差
点
数
が

0
）

 

γ
J

 

 
0

.8
 

（
信
号
交
差
点
数
が

1
以
上
：

4
≦

D
'に

該
当
）

 

≪
次
頁
に
続
く
≫

 



 
(2

4
) 

                                 

                 

4
車
線
以
上
で
か
つ
信
号
交
差
点
が
あ
る
道
路
状
況
調
査
単
位
区
間
は
、
そ
の
区
間
の
交
通
容
量
に
最
も
影
響
を
及

ぼ
す
交
差
点
を
代
表
交
差
点
と
し
、
こ
の
交
差
点
の
当
該
道
路
の
青
時
間
比
及
び
右
折
コ
ー
ド
を
用
い
て
補
正
率
を
算

定
す
る
。

2
車
線
道
路
つ
い
て
は
、
交
差
点
の
密
度
で
補
正
率
を
算
定
す
る
。

 

青
時
間
比
及
び
右
折
コ
ー
ド
を
用
い
る
補
正
式
は
、「

最
新
平
面
交
差
の
計
画
と
設
計
」
を
参
考
に
次
の
仮
定
を
設
定

し
て
導
い
た
も
の
で
あ
る
。

 

な
お
、
沿
道
状
況
は
、
代
表
沿
道
状
況
区
分
に
よ
り
判
定
す
る
。

 

 

（
仮
定
）

 

①
 
交
差
道
路
か
ら
右
左
折
で
対
象
路
線
へ
流
出
す
る
量
と
、
交
差
道
路
に
右
左
折
で
対
象
路
線
か
ら
流
出
す
る
量

は
等
し
い
。

 

 

②
 
信
号
サ
イ
ク
ル
長

 
1

0
0

 
秒

 

有
効
青
時
間
、
歩
行
者
用
青
時
間
差

 
5
秒

 

信
号
現
示
が
変
わ
る
と
き
に
さ
ば
け
る
右
折
車
の
台
数

 
2
台
／
サ
イ
ク
ル

 

右
折
専
用
現
示
な
し

 

 

(
i
i
) 

4
車
線
以
上
、
ま
た
は

1
方
向

2
車
線
の
道
路

 

信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率
は
、
車
線
数
、
代
表
交
差
点
の
青
時
間
比
及
び
右
折
コ
ー
ド
よ
り
次
式
を
用
い
求

め
る
。

 

 

（
4
車
線
、

1
方
向

2
車
線
）

 

（
a
）
右
折
専
用
車
線
な
し

 

γ
J

α

L

α

R

0

.0
0

4
G

0

.1
 

（
b
）
右
折
専
用
車
線
あ
り

 

γ
J

α

L

α

R


0
.0

0
4

G

0

.1


0
.0

0
4

G
1

α

R
 

（
c）

右
折
禁
止

 

γ
J

α

L

α

R


0
.0

0
4

G

0

.1


0
.0

0
4

G
1

α

R


0
.0

0
1

G
 

こ
こ
に
、

 

α
L
：
左
折
率
が
交
通
量
全
体
の

1
0
％
の
と
き
の
左
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

α
R
：
右
折
率
が
交
通
量
全
体
の

1
0
％
の
と
き
の
右
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

G
：
青
時
間
比
（
％
）

 

 
で
あ
る
。

 

 

（
6
車
線
以
上
）

 

（
a
）
右
折
専
用
車
線
な
し

 

γ
J

γ

J
（

4
車
線
）

0

.0
0

2
G

1

2
α

L

β

L

1

2
α

R

β

R


 

（
b
）
右
折
専
用
車
線
あ
り

 

γ
J

γ

J
（

4
車
線
）

0

.0
0

2
G
1

2
α

L

β

L
) 

（
c）

右
折
禁
止

 

γ
J

γ

J
（

4
車
線
）

0

.0
0

2
G
1

2
α

L

β

L
) 

こ
こ
に
、

 

β
L
：
左
折
率
が
交
通
量
全
体
の

1
0
％
の
と
き
の
左
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

β
R
：
右
折
率
が
交
通
量
全
体
の

1
0
％
の
と
き
の
右
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

で
あ
る
。

 

 

 

α
L
、
α

R
、
β

L
、
β

R
は
沿
道
状
況
別
に
次
の
値
を
用
い
る
。

 

 

沿
道
状
況

 
右
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 
左
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

α
R

 
β

R
 

α
L

 
β

L
 

D
ID

 
3

7
6

0
6

1
9

9
4

0
7

9
1




GG
 

1
8

8
0

4
0

3

9
4

0
7

9
1




GG
 

1
0

0
3

1

2
5

6
1




GG
 

5
0

2
1

2
5

6
1




GG
 

そ
の
他

 

市
街
部

 
5

6
8

3
1

5

1
4

2
2

3
1




GG
 

1
4

2
0

9
9

1

7
1

0
1

1
5

1



GG

 
1

2
1

8

3
1




GG
 

3
0

5
6

1
5

5
1




GG
 

平
地
部

 
2

0
0

8
7

5

5
0

4
7

1



GG

 
1

0
0

5
3

3

5
0

4
7

1



GG

 
5

1

5
0

 
5

1

5
0

 

山
地
部

 
5

2
0

3
7

7

1
3

0
1

3
1




GG
 

1
3

0
0

1
1

5
7

6
5

0
6

5
1




GG
 

5
1

5
0

 
5

1

5
0

 

 

た
だ
し
、
調
査
路
線
が
右
折
の
場
合
は
、
右
折
専
用
車
線
あ
り
の
場
合
の
計
算
式
を
用
い
る
。

 

な
お
、
γ

J
が

1
を
超
え
る
場
合
は

1
と
す
る
。
ま
た
、

D
ID

に
お
い
て

G
が

8
％
未
満
と
な
る
場
合
は

8
％
、

そ
の
他
市
街
部
に
お
い
て

G
が

3
％
未
満
と
な
る
場
合
は

3
％
と
し
て
算
定
す
る
。

 



 
(2

5
) 

③
 
方
向
別
交
通
量

 

左
折
 

1
0
％
（

1
0
％
）

 

直
進
 

8
0
％
（

9
0
％
）

 

右
折
 

1
0
％

 

（
 
）
は
右
折
禁
止
の
場
合

 

 

④
 
沿
道
状
況
別
低
減
率

 

 

沿
道
状
況

 
横
断
歩
行
者

 

に
よ
る
低
減
率

 

対
向
直
進
車

 

に
よ
る
低
減
率

 

D
ID

 
0

.5
0

 
0

.5
4

 

そ
の
他
市
街
部

 
0

.1
5

 
0

.7
3

 

平
地
部

 
0

.0
0

 
0

.8
1

 

山
地
部

 
0

.0
0

 
0

.9
1

 

 

以
上
の
仮
定
に
よ
り
右
左
折
車
の
混
入
が

2
0
％
、

3
3
％
の
時
の
混
入
に
よ
る
補
正
率
を
求
め
る
と
下
表
の
と
お
り

に
な
る
。

 

             

信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
を
信
号
交
差
点
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
る
容
量
の
低
減
と
考
え
、
単
路
部
の
容
量
に
対
す

る
信
号
交
差
点
の
流
出
部
を
通
過
す
る
台
数
の
比
で
与
え
る
こ
と
と
す
る
。

 

  

右
折
専
用
車
線
が
あ
る
場
合
は
下
図
の
よ
う
に
考
え
る
。

 

            

図
 
右
左
折
専
用
車
線
が
あ
る
場
合
の
考
え
方

 

 

よ
っ
て
、
補
正
率
は
、

 







1
0

0
1

0
1

0
1

0
0

4
0

4
0












R
L

G
L

J






 

で
与
え
る
。

 

右
折
専
用
車
線
が
な
い
場
合
は

4
0
が

4
0
α

R
 
に
、
右
折
禁
止
の
場
合
は

4
0
が

5
0
に
変
わ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま

た
、

6
車
線
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
、

4
車
線
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

 

表
 
4
車
線
及
び

6
車
線
の
信
号
交
差
点
に
よ
る
補
正
率

 

右
折
コ
ー
ド

 
4
車
線
の
補
正
率
（

%
）

 
6
車
線
の
補
正
率
（

%
）

 

右
折
専
用

 

車
線
あ
り

 






R

L
G

L





1
0

1
0

1
0

0
4

0
4

0





 






R

L
G

L





1
0

1
0

1
0

0
6

0
2

0





 

右
折
専
用

 

車
線
な
し

 






R

L
G

R
L







1
0

1
0

1
0

0
4

0
4

0





 






R

L
G

R
L







1
0

1
0

1
0

0
2

0
4

0
2

0






 

右
折
禁
止

 






R

L
G

L





1
0

1
0

1
0

0
5

0
4

0





 






R

L
G

L





1
0

1
0

1
0

0
7

0
2

0





 

   

表
 
右
左
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

沿
道
状
況

 
右
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 
左
折
車
混
入
に
よ
る
補
正
率

 

α
R

 (
2
0
%

) 
β

R
 (

3
3
%

) 
α

L
 (

2
0
%

) 
β

L
 (

3
3
%

) 

D
ID

 
3

7
6

0
6

1
9

9
4

0
7

9
1




GG
 

1
8

8
0

4
0

3

9
4

0
7

9
1




GG
 

1
0

0
3

1

2
5

6
1




GG
 

5
0

2
1

2
5

6
1




GG
 

そ
の
他

 

市
街
部

 
5

6
8

3
1

5

1
4

2
2

3
1




GG
 

1
4

2
0

9
9

1

7
1

0
1

1
5

1



GG

 
1

2
1

8

3
1




GG
 

3
0

5
6

1
5

5
1




GG
 

平
地
部

 
2

0
0

8
7

5

5
0

4
7

1



GG

 
1

0
0

5
3

3

5
0

4
7

1



GG

 
5

1

5
0

 
5

1

5
0

 

山
地
部

 
5

2
0

3
7

7

1
3

0
1

3
1




GG
 

1
3

0
0

1
1

5
7

6
5

0
6

5
1




GG
 

5
1

5
0

 
5

1

5
0

 

 

1
0
α

L
 

1
0
α

L
 4
0
α

L
 

1
0
α

R
 

4
0

 

青
時
間
だ
け

 

全
時
間

 

1
0
0

(%
) 
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                 （
５
）
日
交
通
容
量
の
算
定

 

             

日
交
通
容
量
は
、

1
2
時
間
交
通
容
量
に
昼
夜
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。

 

な
お
、

1
方
向
道
路
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
、

3
車
線
道
路
の

D
値
は

5
0
と
し
て
計
算
す
る
。

 

  

１
）

K
'値

 

                 

一
般
交
通
量
調
査
時
は
、
年
平
均
の
交
通
量
を
示
す
時
期
で
あ
る
か
ら
、
一
般
交
通
量
調
査
結
果
の

1
2
時
間
交
通

量
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
か
ら

3
0
番
目
時
間
交
通
量
を
算
出
す
る
係
数
は
、

昭
和

5
2
年
度
交
通
量
常
時
観
測
調
査
結
果
よ
り
回
帰
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

 

な
お
、
沿
道
状
況
の
判
定
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「

D
ID

」
ま
た
は
「
そ
の
他
市
街
部
」
の
区
間
は
、「

市
街
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
平
地
部
」
の
区
間
は
、「

平
地
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
山
地
部
」
の
区
間
は
、「

山
地
部
」
と
す
る
。

 

   

4
車
線

 

右
折
専
用
あ
り

 

6
車
線

 

右
折
専
用
あ
り

 

4
車
線

 

右
折
専
用
な
し

 

6
車
線

 

右
折
専
用
な
し

 

4
車
線

 

右
折
禁
止

 

6
車
線

 

右
折
禁
止

 


0

.2
G
1

2
α

L

β

L
) 


0

.4
G
1

α

R
) 


0

.2
G

1

α

L

β

L
) 

+
1

2
α

R

β

R
)

 


0

.2
G
1

2
α

L

β

L
) 


0

.1
G

 

0

.1
G

 


0

.2
G
1

β

R
) 

1
2
時
間
及
び
日
交
通
容
量
は
、
設
計
交
通
容
量
に

K
'値

及
び

D
値
に
よ
る
換
算
を
行
っ
て
算
定
す
る
。

 

昼
夜
率









1
2

2
4

1
2

5
0

0
0

C
C

D
K

C
D

C
 

こ
こ
に
、

 C
1

2
：

1
2
時
間
交
通
容
量
（
乗
用
車
換
算
）（

台
／

1
2
時
間
）

 

C
2

4
：
日
交
通
容
量
（
乗
用
車
換
算
）
（
台
／
日
）

 

C
D
：
設
計
交
通
容
量
（
台
／
時
）

 

K
'：

年
平
均

1
2
時
間
交
通
量
に
対
す
る

3
0
番
目
時
間
交
通
量
の
割
合
（
％
）

 

D
：
ピ
ー
ク
時
重
方
向
率
（
乗
用
車
換
算
）（

％
）

 

で
あ
る
。

 

K
'値

の
算
定
は
次
の
通
り
と
す
る
。

 

1
0

0
1
2








T

b
T

a
K

p
 

こ
こ
に
、

 K
'：

年
平
均

1
2
時
間
交
通
量
に
対
す
る

3
0
番
目
時
間
交
通
量
の
割
合
（
％
）

 

T
p
：
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）（

台
／
時
）

 

a
,b
：
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
か
ら

3
0
番
目
時
間
交
通
量
を
算
出
す
る
係
数

 

 

沿
道
状
況

 
a

 
b

 

市
街
部

 
1

.1
2

 
2

0
.4

 

平
地
部

 
1

.0
6

 
1

6
7

.5
 

山
地
部

 
1

.0
1

 
3

7
7

.6
 

 

T
1

2
：
昼
間

1
2
時
間
自
動
車
類
交
通
量
（
上
り
下
り
合
計
）（

台
／

1
2
時
間
）

 

で
あ
る
。
な
お
、

K
'値

が
2

0
以
上
と
な
る
も
の
は
、

2
0
と
す
る
。
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２
）

D
値

 

          

D
値
は
、
本
来

3
0
番
目
時
間
交
通
量
の
も
の
を
用
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

1
日
の
ピ
ー
ク
時
や
年
間
の
う
ち

で
交
通
量
の
多
い
時
間
で
の

D
値
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
た
め
こ
こ
で
は
ピ
ー
ク
時
の
重
方
向
率
を
用
い
る
こ
と

に
す
る
。

 

ピ
ー
ク
時
と
は
、
実
交
通
量
の
上
り
下
り
合
計
が
最
大
の
時
間
を
い
う
。
ま
た
、
乗
用
車
換
算
を
し
て
い
る
理
由
は
、

交
通
容
量
を
乗
用
車
換
算
し
た
台
数
で
算
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 

ピ
ー
ク
時
上
り
（
下
り
）
交
通
量
を
乗
用
車
換
算
す
る
に
は
以
下
の
計
算
に
よ
る
。

 

 

P
u

d

Q

u
d

E

1
×

L
u

d
 

 

P
u

d
：
ピ
ー
ク
時
上
り
（
下
り
）
乗
用
車
換
算
交
通
量

 

Q
u

d
：
ピ
ー
ク
時
上
り
（
下
り
）
交
通
量

 

L
u

d
：
ピ
ー
ク
時
上
り
（
下
り
）
大
型
車
類

 

E
：
大
型
車
の
乗
用
車
換
算
係
数

 

 

沿
道
状
況

 
大
型
車
の
乗
用
車
換
算
係
数

 

2
車
線

 
多
車
線

 

市
街
部

 
2

.0
 

2
.0

 

平
地
部

 
2

.0
 

2
.0

 

山
地
部

 
3

.5
 

3
.0

 

 

な
お
、
沿
道
状
況
の
判
定
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「

D
ID

」
ま
た
は
「
そ
の
他
市
街
部
」
の
区
間
は
、「

市
街
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
平
地
部
」
の
区
間
は
、「

平
地
部
」
と
す
る
。

 

代
表
沿
道
状
況
区
分
が
「
山
地
部
」
の
区
間
は
、「

山
地
部
」
と
す
る
。

 

 

（
６
）
混
雑
度
の
算
定

 

                           

D
値
の
算
定
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 




1
0

0
,





d

u

d
u P

P

P
P

M
A

X
D

 

こ
こ
に
、

 D
：
ピ
ー
ク
時
重
方
向
率
（
乗
用
車
換
算
）（

％
）

 

P
u
：
ピ
ー
ク
時
上
り
乗
用
車
換
算
台
数
（
台
／
時
）

 

P
d
：
ピ
ー
ク
時
下
り
乗
用
車
換
算
台
数
（
台
／
時
）

 

で
あ
る
。

 

混
雑
度
の
算
定
は
、
実
交
通
量
を
乗
用
車
換
算
し
た
台
数
を

1
2
時
間
交
通
容
量
で
除
し
て
行
う
。

 

実
交
通
量
を
乗
用
車
換
算
す
る
拡
大
率
は
次
式
よ
り
計
算
す
る
。

 

F

1

E

1
×

P
t 

こ
こ
に
、

 F
：
拡
大
率

 

E
：
大
型
車
の
乗
用
車
換
算
係
数
（
※
前
頁
参
照
）

 

P
t：

ピ
ー
ク
時
重
方
向
大
型
車
混
入
率

 

類
交
通
量

ピ
ー
ク
時
重
方
向
自
動
車類

交
通
量

ピ
ー
ク
時
重
方
向
大
型
車


t

P
 

実
交
通
量
の
乗
用
車
換
算
台
数
は
次
式
に
よ
り
計
算
す
る
。

 

A
1

2

T

1
2
×

F
 

こ
こ
に
、

 A
1

2
：
実
交
通
量
の
乗
用
車
換
算
台
数
（
台
／

1
2
時
間
）

 

T
1

2
：

1
2
時
間
自
動
車
類
合
計
（
台
／

1
2
時
間
）

 

F
：
拡
大
率

 

混
雑
度
の
算
定
式
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

 

1
2

1
2

CA


混
雑
度

 

こ
こ
に
、

 A
1

2
：
実
交
通
量
の
乗
用
車
換
算
台
数
（
台
／

1
2
時
間
）

 

C
1

2
：

1
2
時
間
交
通
容
量
（
台
／

1
2
時
間
）

 

1
2
時
間
交
通
容
量

C
1

2
は
乗
用
車
換
算
さ
れ
た
値
で
あ
り
、

1
2
時
間
実
交
通
容
量

R
1
2
は
、

 

FC
R

1
2

1
2

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（
７
）
特
殊
状
況
下
に
お
け
る
交
通
容
量

 

こ
れ
ま
で
に
示
し
た
方
式
で
算
定
さ
れ
た
容
量
が
、
実
際
の
道
路
の
状
況
と
比
べ
て
差
が
著
し
く
そ
の
原
因
が
下
記
の

項
目
に
該
当
す
る
と
き
は
、
算
出
さ
れ
た
容
量
を
、
以
下
に
示
す
修
正
の
係
数
を
乗
じ
て
算
定
し
て
も
良
い
。
な
お
、

1
つ

の
区
間
で

2
つ
以
上
に
該
当
す
る
修
正
項
目
が
あ
る
と
き
は
、
最
も
容
量
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
項
目
の
係

数
を
乗
じ
る
も
の
と
す
る
。

 

 

表
 
修
正
係
数
一
覧

 

修
正

 

コ
ー
ド

 
項
目

 
修
正
係
数

 
備
考

 

1
 

2
方
向

1
車
線
道
路
の
容
量
が
過
少
に
評
価
さ
れ
て

い
る
。

 

☆
 

修
正
係
数
の
算
定
が
必
要
な
項
目
（
次
頁
参
照
）。

 

2
 

4
車
線
道
路
で
車
線
構
成
が
変
則
（

3
車
と

1
車
）
で

あ
る
容
量
が
過
少
に
算
定
さ
れ
て
い
る
。

 

2
.0

0
 

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
は
除
く
。

 

3
 

山
地
部
で
あ
る
が
登
坂
車
線
が
あ
る
。

 
1
.8

5
 

 

4
 

駐
車
に
よ
り
実
質
車
線
数
が
減
少
す
る
。

 
0
.6

5
 

2
列
駐
車
等
、
駐
車
の
状
況
が
著
し
い
区
間
。

 

5
 

踏
切
の
補
正
が
少
な
い
。

 
0
.6

5
 

ピ
ー
ク
時
の
遮
断
時
間
が
特
に
長
い
等
の
区
間
に
限
る
。

 

6
 

軌
道
の
補
正
が
少
な
い
。

 
0
.7

0
 

軌
道
敷
内
通
行
不
可
の
区
間
。
通
行
可
で
あ
っ
て
も
著
し

い
影
響
が
あ
る
と
き
は
修
正
し
て
も
よ
い
。

 

7
 

大
型
店
舗
、
商
店
街
、工

場
等
の
出
入
り
交
通
が
多
い
。 

0
.7

0
 

 

8
 

市
街
地
の
交
差
す
る
（
細
）
街
路
の
出
入
り
交
通
の
影

響
が
大
き
い
。

 

0
.7

5
 

 

9
 

バ
ス
停
や
タ
ク
シ
ー
乗
場
に
よ
る
影
響
。

 
0
.6

5
 

 

1
0
 

自
専
道
的
な
道
路
の
補
正
が
十
分
で
な
い
。

 
2
.0

0
 

 

1
1

 
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の
補
正
が
十
分
で
な
い
。

 
0
.7

0
 

 

1
2
 

代
表
交
差
点
が
三
差
路
や
五
差
路
で
あ
っ
て
混
雑
す

る
。

 

0
.6

5
 

 

1
3
 

右
折
専
用
レ
ー
ン
の
滞
留
長
が
短
い
の
で
直
進
車
に

影
響
す
る
。

 

0
.8

5
 

 

1
4
 

感
応
式
や
押
ボ
タ
ン
式
信
号
の
た
め
青
時
間
が
不
規

則
で
あ
る
。

 

1
.3

5
 

車
の
流
れ
は
よ
い
。

 

1
5
 

0
.6

5
 

混
雑
し
て
い
る
。

 

1
6
 

系
統
信
号
化
、
総
量
規
制
信
号
な
の
で
流
れ
は
よ
い
。
 

1
.8

0
 

 

1
7
 

右
折
車
両
が
多
い
の
で
直
進
車
が
影
響
を
受
け
る
。

 
0
.7

0
 

 

1
8
 

車
種
別
走
行
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

 
0
.8

5
 

バ
ス
専
用
レ
ー
ン
は
除
く
。

 

1
9
 

区
間
の
中
に
代
表
断
面
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
2
.8

0
 

広
幅
員
が
あ
る
場
合
。

 

2
0
 

0
.6

5
 

狭
幅
員
が
あ
る
場
合
。

 

  

［
2
方
向

1
車
線
道
路
（
修
正
コ
ー
ド

1
）
の
係
数
算
定
に
つ
い
て
］

 

2
方
向

1
車
線
道
路
で
路
肩
等
を
利
用
し
て
す
れ
違
い
が
可
能
で
あ
る
の
に
、
容
量
が
小
さ
く
算
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
以
下
の
方
法
で
修
正
係
数
を
算
定
す
る
。

 

 

①
 
車
道
部
幅
員
に
よ
る
可
能
交
通
容
量

 




5
0

5.
3

5.
3

5.
5

6
0

0






W

R
C

p
 

（
3

.5
m
≦

W
R
）

 

C
p

5

0
 

（
W

R
＜

3
.5

m
）

 

こ
こ
に
、

W
R
は
車
道
部
幅
員
で
あ
る
。

 

 

②
 
車
道
幅
員
に
よ
る
可
能
交
通
容
量

 

①
の
式
で

W
R
を
車
道
幅
員
と
し
て
計
算
す
る
。

 

 

③
 
車
道
幅
員
に
よ
る
可
能
交
通
容
量

 

修
正
係
数
δ
は
、
以
下
の
よ
う
に
計
算
す
る
。

 

通
容
量

車
道
幅
員
に
よ
る
可
能
交交
通
容
量

車
道
部
幅
員
に
よ
る
可
能



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８
．
各
種
コ
ー
ド
表
 

 （
１
）
高
速
自
動
車
国
道
路
線
番
号
表

 

 

路
線

 
番
号

 
路

 
線

 
名

 
路
線

 
番
号

 
路

 
線

 
名

 

1
0

1
0

 
東
名
高
速
道
路

 
1

2
6

0
 

山
陰
自
動
車
道

 

1
0

1
1

 
名
神
高
速
道
路

 
1

3
0

1
 

東
九
州
自
動
車
道

 

1
0

2
0

 
山
陽
自
動
車
道

 
1

3
1
1

 
長
崎
自
動
車
道

 

1
0

3
0

 
九
州
自
動
車
道

 
1

3
1

2
 

大
分
自
動
車
道

 

1
0

4
0

 
東
北
自
動
車
道

 
1

3
2

0
 

宮
崎
自
動
車
道

 

1
0

5
0

 
道
央
自
動
車
道

 
1

3
5

0
 

沖
縄
自
動
車
道

 

1
0

6
1

 
徳
島
自
動
車
道

 
1

4
0

0
 

常
磐
自
動
車
道

 

1
0

6
2

 
松
山
自
動
車
道

 
1

4
1

0
 

八
戸
自
動
車
道

 

1
0

6
9

 
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

 
1

4
1

2
 

青
森
自
動
車
道

 

1
0

7
0

 
東
名
阪
自
動
車
道

 
1

4
2

0
 

秋
田
自
動
車
道

 

1
0

7
2

 
西
名
阪
自
動
車
道

 
1

4
2

1
 

釜
石
自
動
車
道

 

1
0

7
3

 
近
畿
自
動
車
道

 
1

4
3

0
 

山
形
自
動
車
道

 

1
0

8
0

 
北
陸
自
動
車
道

 
1

4
4

0
 

磐
越
自
動
車
道

 

1
0

8
1

 
日
本
海
東
北
自
動
車
道

 
1

4
5

0
 

東
北
中
央
自
動
車
道

 

1
1

0
0

 
中
央
自
動
車
道
西
宮
線

 
1

4
6

0
 

北
関
東
自
動
車
道

 

1
1

0
1

 
中
央
自
動
車
道
富
士
吉
田
線

 
1

5
1

0
 

札
樽
自
動
車
道

 

1
1
1

0
 

東
京
外
環
自
動
車
道

 
1

5
3

0
 

道
東
自
動
車
道

 

1
1

2
0

 
東
関
東
自
動
車
道

 
1

6
1
1

 
高
松
自
動
車
道

 

1
1

2
1

 
新
空
港
自
動
車
道

 
1

6
1

2
 

高
知
自
動
車
道

 

1
1

3
0

 
館
山
自
動
車
道

 
1

7
1

0
 

伊
勢
自
動
車
道

 

1
1

4
0

 
中
部
横
断
自
動
車
道

 
1

7
2

0
 

阪
和
自
動
車
道

 

1
2

0
1

 
中
国
自
動
車
道

 
1

7
2

1
 

関
西
空
港
自
動
車
道

 

1
2

0
2

 
関
門
橋

 
1

7
3

0
 

紀
勢
自
動
車
道

 

1
2

1
0

 
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

 
1

8
0

0
 

関
越
自
動
車
道

 

1
2

2
1

 
岡
山
自
動
車
道

 
1

8
1

0
 

上
信
越
自
動
車
道

 

1
2

2
2

 
米
子
自
動
車
道

 
1

8
2

0
 

長
野
自
動
車
道

 

1
2

3
1

 
広
島
自
動
車
道

 
1

8
3

0
 

東
海
北
陸
自
動
車
道

 

1
2

3
2

 
浜
田
自
動
車
道

 
1

8
4

0
 

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

 

1
2

4
1

 
播
磨
自
動
車
道

 
1

9
0

0
 

新
東
名
高
速
道
路

 

1
2

5
0

 
松
江
自
動
車
道

 
1

9
1

0
 

新
名
神
高
速
道
路

 

 

（
２
）
新
直
轄
区
間
路
線
番
号
表

 

路
線
名

 
道
路
名

 
区
間

 

全
国
道
路
・
街
路

 

交
通
情
勢
調
査

 

路
線
番
号

 

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
（
函
館
名
寄
線
）

 
道
央
自
動
車
道

 
士
別
剣
淵
～
名
寄
間

 
3

1
0

1
 

 
 

七
飯
～
大
沼
公
園
間

 
3

1
0

2
 

北
海
道
横
断
自
動
車
道
（
黒
松
内
端
野

線
）

 
道
東
自
動
車
道

 
足
寄
～
北
見
間

 
3

2
0

1
 

北
海
道
横
断
自
動
車
道
（
黒
松
内
釧
路

線
）

 
 

本
別
～
釧
路
間

 
3

2
0

2
 

東
北
横
断
自
動
車
道
（
釜
石
秋
田
線
）

 
釜
石
自
動
車
道

 
遠
野
～
宮
守
間

 
3

4
0

1
 

 
 

宮
守
～
東
和
間

 
3

4
0

2
 

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

 
日
本
海
東
北
自
動
車
道

 
温
海
町
～
鶴
岡

J
C

T
間

 
3

5
0

1
 

 
 

本
庄
～
岩
城
間

 
3

5
0

2
 

 
 

荒
川
胎
内
～
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
間

 
3

5
0

4
 

 
 

酒
田
み
な
と
～
遊
佐
間

 
3

5
0

5
 

 
秋
田
自
動
車
道

 
大
館
北
～
小
坂

J
C

T
間

 
3

5
0

3
 

東
北
中
央
自
動
車
道
（
相
馬
尾
花
沢
線
）

 
東
北
中
央
自
動
車
道

 
福
島

J
C

T
～
米
沢
間

 
3

6
0

1
 

 
 

米
沢
～
米
沢
北
間

 
3

6
0

2
 

 
 

東
根
～
尾
花
沢
間

 
3

6
0

3
 

東
関
東
自
動
車
道
（
水
戸
線
）

 
東
関
東
自
動
車
道

 
潮
来
～
鉾
田
間

 
3

9
0

1
 

中
部
横
断
自
動
車
道

 
中
部
横
断
自
動
車
道

 
八
千
穂
～
佐
久
南
間

 
4

6
0

1
 

 
 

佐
久
南
～
小
諸
御
影
料
金
所
間

 
4

6
0

2
 

 
 

富
沢
～
六
郷
間

 
4

6
0

3
 

近
畿
自
動
車
道
（
松
原
那
智
勝
浦
線
）

 
阪
和
自
動
車
道

 
白
浜
～
串
本
間

 
4

8
0

1
 

 
 

田
辺
～
白
浜
間

 
4

8
0

3
 

近
畿
自
動
車
道
（
尾
鷲
多
気
線
）

 
 

尾
鷲
北
～
紀
伊
長
島
間

 
4

8
0

2
 

中
国
横
断
自
動
車
道
（
姫
路
鳥
取
線
）

 
鳥
取
自
動
車
道

 
佐
用

J
C

T
～
西
粟
倉
間

 
5

2
0

1
 

 
 

智
頭
～
鳥
取
間

 
5

2
0

2
 

中
国
横
断
自
動
車
道
（
岡
山
米
子
線
）

 
米
子
自
動
車
道

 
米
子
～
米
子
北
間

 
5

2
0

3
 

中
国
横
断
自
動
車
道
（
尾
道
松
江
線
）

 
尾
道
自
動
車
道

 
尾
道

J
C

T
～
三
次
東

J
C

T
間

 
5

2
0

4
 

 
松
江
自
動
車
道

 
三
次
東

J
C

T
～
三
刀
屋
木
次
間

 
5

2
0

5
 

四
国
横
断
自
動
車
道
（
阿
南
中
村
線
）

 
 

阿
南
～
小
松
島
間

 
5

5
0

1
 

 
 

須
崎
西
～
四
万
十
町
中
央
間

 
5

5
0

2
 

 
 

小
松
島
～
徳
島
東
間

 
5

5
0

4
 

四
国
横
断
自
動
車
道
（
内
海
大
洲
線
）

 
 

宇
和
島
北
～
西
予
宇
和
間

 
5

5
0

3
 

九
州
横
断
自
動
車
道
（
延
岡
線
）

 
 

嘉
島

J
C

T
～
矢
部
間

 
5

8
0

1
 

東
九
州
自
動
車
道

 
東
九
州
自
動
車
道

 
蒲
江
～
北
川
間

 
5

9
0

1
 

 
 

清
武

J
C

T
～
日
南
北
郷
間

 
5

9
0

2
 

 
 

日
南
北
郷
～
日
南
東
郷
間

 
5

9
0

3
 

 
 

志
布
志
～
末
吉
財
部
間

 
5

9
0

4
 

 
 

佐
伯
～
蒲
江
間

 
5

9
0

5
 



 
(3

0
) 

（
３
）
都
道
府
県
指
定
市
コ
ー
ド
一
覧
表

 

 

都
道
府
県
指
定
市
名

 
コ
ー
ド

 
都
道
府
県
指
定
市
名

 
コ
ー
ド

 

札
幌
市

 
0

1
 1

0
0

 
長
野
県

 
2

0
 0

0
0

 

石
狩
振
興
局

 
0

1
 3

0
0

 
岐
阜
県

 
2

1
 0

0
0

 

渡
島
総
合
振
興
局

 
0

1
 3

3
0

 
静
岡
県
（
静
岡
市
、
浜
松
市
を
除
く
）

 
2

2
 0

0
0

 

檜
山
振
興
局

 
0

1
 3

6
0

 
静
岡
市

 
2

2
 1

0
0

 

後
志
総
合
振
興
局

 
0

1
 3

9
0

 
浜
松
市

 
2

2
 1

3
0

 

空
知
総
合
振
興
局

 
0

1
 4

2
0

 
愛
知
県
（
名
古
屋
市
を
除
く
）

 
2

3
 0

0
0

 

上
川
総
合
振
興
局

 
0

1
 4

5
0

 
名
古
屋
市

 
2

3
 1

0
0

 

留
萌
振
興
局

 
0

1
 4

8
0

 
三
重
県

 
2

4
 0

0
0

 

宗
谷
総
合
振
興
局

 
0

1
 5

1
0

 
滋
賀
県

 
2

5
 0

0
0

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

 
0

1
 5

4
0

 
京
都
府
（
京
都
市
を
除
く
）

 
2

6
 0

0
0

 

胆
振
総
合
振
興
局

 
0

1
 5

7
0

 
京
都
市

 
2

6
 1

0
0

 

日
高
振
興
局

 
0

1
 6

0
0

 
大
阪
府
（
大
阪
市
、
堺
市
を
除
く
）

 
2

7
 0

0
0

 

十
勝
振
興
局

 
0

1
 6

3
0

 
大
阪
市

 
2

7
 1

0
0

 

釧
路
総
合
振
興
局

 
0

1
 6

6
0

 
堺
市

 
2

7
 1

4
0

 

根
室
振
興
局

 
0

1
 6

9
0

 
兵
庫
県
（
神
戸
市
を
除
く
）

 
2

8
 0

0
0

 

青
森
県

 
0

2
 0

0
0

 
神
戸
市

 
2

8
 1

0
0

 

岩
手
県

 
0

3
 0

0
0

 
奈
良
県

 
2

9
 0

0
0

 

宮
城
県
（
仙
台
市
を
除
く
）

 
0

4
 0

0
0

 
和
歌
山
県

 
3

0
 0

0
0

 

仙
台
市

 
0

4
 1

0
0

 
鳥
取
県

 
3

1
 0

0
0

 

秋
田
県

 
0

5
 0

0
0

 
島
根
県

 
3

2
 0

0
0

 

山
形
県

 
0

6
 0

0
0

 
岡
山
県
（
岡
山
市
を
除
く
）

 
3

3
 0

0
0

 

福
島
県

 
0

7
 0

0
0

 
岡
山
市

 
3

3
 1

0
0

 

茨
城
県

 
0

8
 0

0
0

 
広
島
県
（
広
島
市
を
除
く
）

 
3

4
 0

0
0

 

栃
木
県

 
0

9
 0

0
0

 
広
島
市

 
3

4
 1

0
0

 

群
馬
県

 
1

0
 0

0
0

 
山
口
県

 
3

5
 0

0
0

 

埼
玉
県
（
さ
い
た
ま
市
を
除
く
）

 
1
1

 0
0

0
 

徳
島
県

 
3

6
 0

0
0

 

さ
い
た
ま
市

 
1
1

 1
0

0
 

香
川
県

 
3

7
 0

0
0

 

千
葉
県
（
千
葉
市
を
除
く
）

 
1

2
 0

0
0

 
愛
媛
県

 
3

8
 0

0
0

 

千
葉
市

 
1

2
 1

0
0

 
高
知
県

 
3

9
 0

0
0

 

東
京
都
（
特
別
区
を
除
く
）

 
1

3
 0

0
0

 
福
岡
県
（
北
九
州
市
、
福
岡
市
を
除
く
）

 
4

0
 0

0
0

 

東
京
都
特
別
区

 
1

3
 1

0
0

 
北
九
州
市

 
4

0
 1

0
0

 

神
奈
川
県

（
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
を
除
く
）

 
1

4
 0

0
0

 
福
岡
市

 
4

0
 1

3
0

 

横
浜
市

 
1

4
 1

0
0

 
佐
賀
県

 
4

1
 0

0
0

 

川
崎
市

 
1

4
 1

3
0

 
長
崎
県

 
4

2
 0

0
0

 

相
模
原
市

 
1

4
 1

5
0

 
熊
本
県
（
熊
本
市
を
除
く
）

 
4

3
 0

0
0

 

新
潟
県
（
新
潟
市
を
除
く
）

 
1

5
 0

0
0

 
熊
本
市

 
4

3
 1

0
0

 

新
潟
市

 
1

5
 1

0
0

 
大
分
県

 
4

4
 0

0
0

 

富
山
県

 
1

6
 0

0
0

 
宮
崎
県

 
4

5
 0

0
0

 

石
川
県

 
1

7
 0

0
0

 
鹿
児
島
県

 
4

6
 0

0
0

 

福
井
県

 
1

8
 0

0
0

 
沖
縄
県

 
4

7
 0

0
0

 

山
梨
県

 
1

9
 0

0
0
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